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（社
）
日
本
山
岳
会

昭
和
六
十

一
年
度
通
常
総
会

―
十

一
年
ぶ
り
、
会
費
値
上
げ
を
承
認

新
監
事
に
山
本
健

一
郎
氏
―

十
六
名
の
会
員
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら

れ
た
の
ち
、　
一
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
た
。物
故
会
員
氏
名

（敬
称
略
）

粟
飯
原
健
三
　
宮
井
英
明
　
坂
口
圭

正
　
鈴
木
静
雄
　
金
光
正

次

桂
重
英
　
青
井
竹
三

郎
　
養
父
孝
太
郎
　
下
山

隆
巳
　
高
波
隆
男
　
伊
藤

洋
平
　
田
渕
邦
彦
　
池
上

和
夫
　
原
喜
彬

塩
田
良

仲
　
村
嶋
雅
博
　
山
崎
党

田
村
豊
三
郎
　
佐
藤
淑
男

斎
藤
音
蔵
　
寺
島
昭

一

田
崎
市
松
　
林
幹
夫
　
平

井
忠
平
衛
　
岡
田
市
二
郎

荻
野
和
男
　
高
野
喜
七

福
井
正
士
口　
増
田
甲
子
七

山
田
恵
三
　
青
木
英
治

石
渡
清
　
岩
間
升
　
交
野

武

一　
萩
千
賀
　
高
橋
照

第

一
号
議
案
は
昭
和
六
十

年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支

決
算
、
財
産
目
録
の
件
で
あ

る
が
、
前
者
は
高
遠
担
当
理
事
、
後
者

は
橋
本
担
当
理
事
が
海
外
出
張
の
た
め

西
村
会
員

（財
務
委
員
）
が
代
理
で
配

布
資
料

（別
掲
）
に
も
と
づ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
説
明
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
事
業

一　

昭
和
六
十

一
年
度
の
本
会
の
通
常
総

一
会
は
、
さ
る
五
月
十
六
日

（金
）、午
後

一
六
時
よ
り
、
番
町
グ
リ
ー

ン
パ

レ
ス

（東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
二
）
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
総
会
で
は
昭
和
六
十
年
の
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
昭
和
六
十

一

年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
な
ど
が

承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
年
度
と
く

に
重
要
な
こ
と
は
定
款
の
一
部
が
変
更

さ
れ
、
十

一
年
ぶ
り
に
会
費
の
値
上
げ

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
総
会
議
事
終
了
後
は
、
隣
室

に
お
い
て
盛
大
な
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

た
こ
と
は
例
年
の
通
り
で
あ
る
。

以
下
は
総
会
と
懇
親
会
の
内
容
の
概

要
で
あ
る
。

総
会
の
司
会
は
総
務
担
当
の
鴫
原
啓

佑
常
務
理
事
。
ま
ず
、
総
会
に
先
だ
っ

て
今
西
寿
雄
会
長
の
挨
拶

（別
掲
）
の

あ
と
議
事
に
入
っ
た
。

定
款
二
十
九
条
に
基
づ
い
て
議
長
に

今
西
会
長
が
指
名
さ
れ
る
と
と
も
に
事

務
局
よ
り
、
現
在
の
会
員
総
数
四

一
三

九
名
の
う
ち
委
任
状
に
よ
る
出
席
会
員

一
六
九
五
名
、
出
席
会
員

一
三
七
名
、合

計
出
席
者
数
は

一
人
三
二
名
で
あ
り
、

定
款
三
十
二
条
に
規
定
さ
れ
た
在
籍
会

員
の
三
分
の
一
以
上
の
定
数
を
満
た
す

も
の
と
し
て
本
総
会
の
成
立
を
宣
言
。

な
お
、
本
日
の
議
事
録
の
署
名
人
は
松

田
雄

一
、
坂
本
正
智
両
会
員
を
指
名
、

了
承
さ
れ
た
。

次
い
で
事
務
局
よ
り
配
布
資
料
に
も

と
づ
い
て
若
干
の
会
務
報
告
が
行
な
わ

れ
た
あ
と
、
昨
年
度
に
物
故
さ
れ
た
三
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報
告
は
例
年
通
り
各
種
の
講
習
会
、
集

会
、
研
究
会
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
と

く
に
昨
年
度
の
特
色
は
、
本
会
創
立
八

十
周
年
に
当
り
、
記
念
式
典
、
晩
餐
会

や
各
種
展
覧
会
が
東
京
で
行
な
わ
れ
た

ほ
か
、
全
国
七
ブ

ロ
ッ
ク
で
記
念
講
演

会
、
山
行
、
晩
餐
会
な
ど
が
盛
大
に
行

な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

収
支
決
算
と
財
産
目
録

に

つ
い
て

は
、
昭
和
六
十
年
度
は
三
六
四
万
円
の

赤
字
予
算
で
編
成
さ
れ
て
発
足

し
た

が
、
結
論
的
に
は
三
万
九
千
円
ほ
ど
の

赤
字
に
と
ど
ま
り
収
支
ほ
ぼ
と
ん
と
ん

で
終

っ
た
。
こ
れ
は
収
入
が
二
一
三
万

円
ほ
ど
予
想
よ
り
多
く
、
逆
に
支
出
の

方
は
予
算
よ
り

一
六
六
万
円
ほ
ど
少
な

か
っ
た
結
果
で
あ
る
。
な
お
、
昨
年
度

で
特
長
的
な
も
の
は
八
十
周
年
記
念
事

業
に
関
す
る
収
支
で
あ
る
が
、
前
後
二

回
に
わ
た
っ
て
募
金
が
行
な
わ
れ
延

一

七

一
七
名
、
二
一
五
七
万
円

（利
子
等

を
含
む
）
の
応
募
が
あ
り
、
そ
れ
に
対

し
て
支
出
は
九
二
八

・
七
万
円
で
あ
っ

た
た
め
、
差
引
約

一
二
一
八
万
円
が
登

山
特
別
基
金
と
し
て
積
立
て
ら
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
竹
田
寛

次

監
事

よ

り
、
以
上
を
適
正
妥
当
な
も
の
と
認
め

る
旨
の
監
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
第

一

号
議
案
は
拍
手
を
も

っ
て
承

認
さ

れ

た
。第
二
号
議
案
は
六
十

一
年
度
事
業
計

画
と
収
支
予
算
案
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
も
、
高
遠
、
西
村
両
氏
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
配
布
資
料

（別
掲
）
に
も

２３４
六
六
五
九

(1)
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と
づ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
昨
年
度
同
様
の
種
々
の
行
事
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本
年
度
の
事
業

計
画
の
特
長
は
、
中
国
昆
奇
山
脈
の
登

山
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
並
び
に
ア
メ
リ
カ
両

国
山
岳
会
と
の
交
流
登
山
、
そ
し
て
マ

ナ
ス
ル
登
頂
二
十
周
年
記
念
登
山
な
ど

の
計
画
で
あ
る
。
続
い
て
の
予
算
案
は

以
上
の
事
業
計
画
の
裏
づ
け
と
し
て
の

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
要
点
は
六
十

一

年
度
は
会
費
は
六
十
年
と
同
じ
た
め
、

収
支
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
か
む
し
ろ
減
額

が
予
想
さ
れ
る
の
に
対
し
、
逆
に
支
出

の
方
は
、
印
刷
製
本
代
は
減
る
も
の
の

（名
簿
が
な
い
た
め
）、
パ
ソ
コ
ン
リ
ー

ス
代
、
支
部

・
海
外
関
係
費
が
増
加
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
本
年
度

予
算
と
し
て
は
次
の
議
案
と
も
関
連
す

る
が
、
収
支
六

一
五

・
五
万
円
の
赤
字

予
算
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
説
明
に
対
し
て
も
全
員
異
議

な
く
、
拍
手
の
う
ち
に
承
認
さ
れ
た
。

次
の
第
二
号
議
案
は
昭
和
六
十

一
年

度
監
事
選
任
の
件
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

竹
田
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
い
後
任
候

補
者
と
し
て

一
ッ
橋
大
学
Ｏ
Ｂ
の
山
本

健

一
郎
氏
を
推
す
も
の
で
、
金
坂

一
郎

氏
の
再
任
と
合
わ
せ
て
こ
れ
も
事
務
局

提
案
通
り
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
四
号
議
案
は
定
款
の
一
部
変
更
の

件
で
、
本
総
会
案
件
中
最
も
重
要
な
も

の
で
あ
っ
て
、
予
め
会
員
全
員
に
総
会

開
催
通
知
と
と
も
に
そ
の
内
容
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
①

会
費
値
上
げ
②
監
事
任
期
の
延
長
③
定

款
変
更
の
実
施
時
期
と
会
費
値
上
げ
実

施
時
期
の
確
認
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
担
当
理
事
の

高
遠
氏
が
説
明
に
当

っ
た
。

そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
①
に
つ

い
て
は
昭
和
五
十
年
よ
り
十

一
年
間
に

わ
た
り
据
置
か
れ

て

い
る
が
、
そ
の

間
、
諸
物
価
は
高
騰
し
約
五
十
数
％
の

値
上
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
会
費
を
据
置
い
て
き
た
こ
と

は
会
員
数
の
増
加
に
よ
る
収
入
増
と
ル

ー
ム
の
購
入
に
よ
る
家
賃
支
出
の
減
に

よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
き
た
が
、
先
ほ

ど
の
予
算
書
で
も
説
明
が

あ
っ
た
通

り
、
本
年
度
は
単
年
度
と
し
て
も
大
幅

な
赤
字
が
予
想
さ
れ
る
。
従

っ
て
来
年

度
以
降
は
あ
る
程
度
の
会
費
値
上
げ
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
検
討
過
程
で
問
題

に
な
っ
た
こ
と
は
東
京
近
郊
在
住
の
会

員
と
地
方
支
部
会
員
と
の
会
費
の
差
で

あ
る
が
、
監
督
官
庁
で
あ
る
文
部
省
の

行
政
指
導
に
よ
り

「全
面

一
律
」
が
打

ち
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
支

部
長
会
議
、
理
事
会
、
評
議
員
会
等
で

検
討
し
た
結
果
、　
一
気
に

一
律
に
す
る

の
は
問
題
が
あ
る
の
で
、
今
回
は
こ
こ

に
提
案
し
た
通
り
東
京
近
郊
在
住
者

一

〇
、
○
○
○
円
、
地
方
在
住
者
九
、
○

○
○
円
と
し
て
多
少
差
を
つ
け
た
。
な

お
、
終
身
会
費
も
二
十
八
万
円

（十
年

以
上
）、
十
八
万
円

（
二
十
年
以
上
）、

十
二
万
円

（三
十
年
以
上
）
と
す
る
。

以
上
、
会
費
値
上
げ
に
伴
う
年
間
会

費
収
入
の
増
加
分
は
七
八
〇
万
円
と
見

込
ま
れ
る
が
、
こ
れ
は
支
部
活
動
の
活

性
化

（三
〇
〇
万
円
）
そ
の
他
海
外
交

流
登
山
、
行
事
案
内
等
の
サ
ー
ビ
ス
の

サ

ポ

の

程

度

ト

地
球
の
頂
上
、
北
極
点
を
め
ざ
す
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
と

成
果
が
、
こ
と
し
も
話
題
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
。
前
後
し

て
ゴ
ー
ル
し
た
七
八
年
の
日
大
隊
と
植
村
直
己
、
北
緯
八

八
度
四
〇
分
ま
で
行

っ
て
断
念
し
た
昨
年
の
和
泉

雅

子

隊
、
「単
独
徒
歩
」

の

″本
番
〃
へ
の
足
な
ら
し
と
し
て

こ
と
し
北
磁
極
を
徒
歩
で
単
独
往
復
し
た
大
場
満
郎
な
ど

日
本
人
と
も
結
構
な
じ
み
の
深
く
な
っ
た
北
極
海
上
の
一

点
。
北
の
究
極
の
不
思
議
な
魅
力
が
人
々
を
と
ら
え
て
い

る
。二
つ
の
成
功
が
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
た
。

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
大
ぞ
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ウ

イ
ル
・
シ
ユ
レ
ー
ガ
ー

（四

一
歳
）
を
隊
長
と
す
る
六
人

の
チ
ー
ム
の
「無
補
給
到
達
」
で
あ
る
。
三
十
歳
の
教
師
、

ア
ン
・
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
が
女
性
初
の
北
極
点
到
達
を
な
し

と
げ
た
こ
と
が
、
朗
報
に
彩
り
を
添
え
た
。

も
う

一
つ
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
で
あ
り
登
山
家
で
あ

る
、
ジ
ャ
ン
・
ル
イ

・
エ
チ
エ
ン
ヌ

（二
九
歳
）
の
単
独

徒
歩

（実
際
は
ス
キ
ー
を
使

っ
た
が
）
到
達
で
あ
る
。
途

中
、
飛
行
機
に
よ
る
補
給
を
六
回
受
け
た
が
、
二
月
九
日

カ
ナ
ダ
最
北
端
の
小
島
、
ワ
ー
ド

ハ
ン
ト
島
を
出
発
し
て

か
ら
五
月
十

一
日
、
北
極
点
に
ゴ
ー
ル
す
る
ま
で
エ
チ
エ

ン
ヌ
は
終
始
自
分
の
筋
力
で
七
百
五
十
キ
ロ
の
海
氷
上
の
旅

を
乗
り
切

っ
た
。

双
方
と
も
、
気
力
、
体
力
を
ふ
り
し
ば

っ
て
の
快
挙
だ

っ
た
。
と
り
わ
け

「途
中
で
補
給
を
い
っ
さ
い
受
け
な
か

っ
た
」
六
人
の
男
女
の
行
動
に
称
讃
の
声
が
集
ま
っ
た
ら

し
い
。
た
だ
、
海
外
か
ら
伝
え
ら
れ
た
情
報
で
わ
か
ら
な
い
点

が
あ
っ
た
。
こ
の
隊
は
初
め
八
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た

の

に
、
途
中
で
二
人
が
凍
傷
や
ケ
ガ
で
断
念
、
大
も
ゴ
ー
ル

し
た
時
は
当
初
の
半
数
以
下
の
二
十

一
頭
に
減

っ
て

い

た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

断
念
し
た
二
人
の
人
間
と
極
点
に
た
ど
り
着
か
な
か
っ

た
犬
た
ち
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
自
力
で

引
き
返
し
た
の
か
、
と
も
思
わ
れ
た
が
報
道
は
そ
の
点
に

つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

双
方
の
隊
が
基
地
と
し
た
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト
に
た
ま
た
ま

い
あ
わ
せ
た
日
大
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
で
北
極
ク
ラ
ブ
の
中
心

メ
ン
バ
ー
、
二
月
女
次
男
の
報
告
が
、
素
朴
な
こ
の
疑
問

を
解
決
し
て
く
れ
た
。

八
人
は
二
月
六
日
、
同
じ
く
ワ
ー
ド

ハ
ン
ト
島
を
四
十

九
頭
の
大
と
五
台
の
そ
り
で
出
発
し
た
が
、
そ
の
後
人
間

と
犬
の
ピ
ツ
ク
ア
ツ
プ
の
た
め
三
回
、
飛
行
機
の
援
助
を

受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
月
二
日
打
撲
で
負
傷
し
た
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
と
七
頭
の
大
を
、
四
月
十

一
日
に
は

二
十

一
頭
の
大
を
、
四
月
十
六
日
に
は
足
に
凍
傷
を
負

っ

た
ア
メ
リ
カ
人
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ツ
イ
ン
オ
ツ
タ
ー
機
が
氷

上
か
ら
運
び
去

っ
た
。

だ
か
ら
と
言

っ
て
六
人
の
成
功
に
敬
意
を
表
す
る
気
持

に
変
わ
り
は
な
い
が
、
伝
え
ら
れ
た
よ
う
に

「
ペ
ア
リ
ー

以
来
七
十
九
年
ぶ
り
の
快
挙
」
と
い
う
の
と
は

一
味
違
う

よ
う
に
思
う
。

補
給
を
ど
う
す
る
か
、
は
極
地
で
の
行
動

の
生
命
線

だ
。　
一
九
〇
九
年
、
初
め
て
北
極
点
到
達
を
な
し
と
げ
た

ア
メ
リ
カ
の
ロ
バ
ー
ト

・
ペ
ア
リ
ー
は
探
検
船

「
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
号
」
の
支
援
を
受
け
、
出
発
当
初
は
四
十
六
人
の

ェ
ス
キ
モ
ー
と
二
百
四
十
六
頭
の
大
を
擁
し
て
い
た
。
四

つ
の
支
援
隊
を
前
後
し
て
先
発
さ
せ
、
最
後
の
行
程
で
満

を
持
し
て
い
た
本
隊
が
極
点
に
つ
っ
走

っ
た
の
で
あ
る
。

生
き
て
帰
る
の
に
補
給
は
必
要
だ
。
問
題
は
む
し
ろ
ど

れ
ほ
ど

「自
力
」
の
部
分
を
拡
大
し
、
か
つ
正
直
に
な
れ

る
か
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（江
本
嘉
伸
）
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向
上
、
図
書
館
、
各
種
委
員
会
活
動
の

充
実
や
今
後
予
想
さ
れ
る
百
周
年
記
念

事
業

へ
の
準
備
等
に
当
て
た
い
。

次
の
②
に
つ
い
て
は
他
の
役
員
が
二

年
の
任
期
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
出
来

る
だ
け
揃
え
た
い
と
い
う
主
旨

で
あ

り
、
①
の
定
款
変
更
実
施
時
期
に
つ
い

て
は
文
部
大
臣
の
認
可
の
あ
っ
た
日
と

す
る
。
た
だ
し
、
改
正
後
の
第
六
条
の

会
費
に
つ
い
て
は
六
十
二
年
四
月

一
日

か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

以
上
が
定
款
変
更
の
理
由
説
明
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
会
員
よ
り
若
干

の
質
問
が
あ
っ
た
が
、
最
後
に
議
長
よ

り
挙
手
に
よ
る
賛
否
の
採
決

が
計
ら

れ
、
賛
成
が
三
分
二
以
上
と
認
め
ら
れ

本
案
件
も
承
認
さ
れ
た
。

第
五
号
議
案
は
細
則
の
一
部
削
除
の

件
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
高
遠
理
事
に
よ

っ
て
説
明
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
会
の
事

務
運
営
の
合
理
化
の
一
環
と
し
て
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
会

費
納
入
方
法
が
本
会
口
座
に

一
本
化
さ

れ
る
た
め
、
細
則
十
条
、
十

一
条
が
適

用
で
き
な
く
な
る
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
拍
手
の
う
ち
に
承

認
さ
れ
た
の
で
、
今
後
会
費
の
納
入
方

法
は
支
部
経
由
で
は
な
く
な
り
、
支
部

運
営
費
補
助
に
つ
い
て
は
理
事
会
で
検

討
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

最
後
の
議
案
は
昭
和
六
十

一
年
度
の

除
籍
対
象
者
の
名
簿
の
発
表

で
あ

る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
年
度
は
八
八

名
の
対
象
者
が
あ
り
、
該
当
す
る
者
の

紹
介
者
や
知
人
は
本
人
に
在
籍
す
る
よ

う
説
得
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
と
と
も

に
了
承
さ
れ
た
。

議
事
終
了
は
午
後
七
時
十
分
。
そ
の

あ
と
事
務
局
よ
り
、
マ
ナ
ス
ル
ト
レ
ツ

キ
ン
グ
並
び
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
訪
日
の

変
更
に
伴
う
若
干
の
会
務

報
告

が

あ

り
、
引
き
続
き
恒
例
の
懇
親
会
が
、
隣

り
の
部
屋
で
開
催
さ
れ
た
。

懇
親
会
の
司
会
も
鴫
原
啓
佑
常
務
理

事
で
、
ま
ず
、
「本
年
は
マ
ナ
ス
ル
登

頂
三
十
周
年
を
迎
え
、
そ
の
時
の
サ
ミ

ッ
タ
ー
で
あ
っ
た
今
西
さ
ん
が
、
い
ま

会
長
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
誠
に
意

義
深
い
」
と
の
開
会
の
言
葉

に
次

い

で
、
今
西
会
長
も

「
二
年
が
か
り
で
は

あ
る
が
、
新
し
く
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
の
事

業
が
出
て
き
た
の
で
、
こ
れ
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
、
若
い
優
秀
な
ク
ラ
イ
マ

ー
に
期
待
を
か
け
る
と
共
に
、
皆
さ
ん

の
一
層
の
ご
支
援
を
願
う
」
と
の
挨
拶

を
行
な
っ
た
。
そ
の
の
ち
、
女
性
名
誉

会
員
で
あ
る
中
村
テ
ル
さ
ん
が

「Ｊ
Ａ

Ｃ
の
発
展
と
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
あ

る
こ
と
を
祈

っ
て
」
と
元
気
と
ユ
ー
モ

ア
溢
る
る
乾
杯
の
音
頭
を
と
ら
れ
、
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
に
懇
談
と
な

っ
た
。
終
了
は
午
後
八
時
三
十
分
。

出
席
者

ｏ
順
不
同
　
山
本
朋
二
郎
　
竹

田
寛
次
　
入
谷
浩
右
　
柴
田
昌
亮
　
山

田
二
郎
　
今
西
寿
雄
　
斎
藤
俊
哉
　
武

居
台
三
　
澤
木
由
美
子
　
佐
藤
皆
子

片
岡
博
　
尾
上
昇
　
谷
口
現
士
口　
阿
部

和
行
　
村
上
勝
太
郎
　
佐
藤
泰
彦
　
中

島
正
夫
　
蒲
生
明
登
　
斎
藤
惇
生
　
官

下
秀
樹
　
鈴
木
郭
之
　
中
村
太
郎
　
平

井
吉
夫
　
関
塚
貞
亨
　
藤
井
正
彦
　
坂

倉
登
喜
子
　
滝
澤
ち
よ
子
　
梅
野
淑
子

佐
々
保
雄
　
西
丸
震
哉
　
堀
田
典
郷

大
森
薫
雄
　
早
川
瑠
璃
子
　
武
田
満
子

長
嶋
正
浩
　
山
本
元
　
渡
辺
兵
力
　
宇

津
力
雄
　
望
月
達
夫
　
清
野
務
　
藤
井

明
　
安
彦
六
郎
　
斎
藤
健
治
　
南
川
金

一　
小
倉
厚
　
小
林
太
刀
夫
　
山
根
繭

小
原
勝
郎
　
小
原
晴
子
　
山
本
健

一
郎

宇
田
川
允
敏
　
神
山
良
雄
　
吉
武
正
子

的
場
大
祐
　
宮
本
信

一　
國
見
利
夫

大
橋
晋
　
堀
田
弥

一　
広
羽
清
　
坂
本

正
智
　
高
遠
宏
　
野
口
秋
人
　
平
戸
孝

夫
　
大
塚
博
美
　
庄
司
駒
男
　
村
井
米

子
　
鈴
木
利
也
　
太
田
敬
　
中
村
テ
ル

河
野
幾
雄
　
細
川
沙
多
子
　
山
本
久
子

宗
賞
慶
子
　
青
木
昇
　
岸
田
権
二
　
魚

本
定
良
　
西
沢
健

一　
松
田
雄

一　
岡

田
光
行
　
西
村
政
晃
　
若
林
啓
之
助

松
井
辰
爾
　
石
坂
久
忠
　
松
丸
秀
夫

末
松
大
助
　
鴫
原
啓
佑
　
越
智
英
夫

山
口
節
子
　
大
峰
芳
枝
　
織
内
信
彦

森
川
洋
佑
　
絹
川
祥
夫
　
長
谷
川
良
典

高
澤
英
雄
　
勝
山
康
雄
　
内
山
城
　
横

溝
修

一　
野
沢
誠
司
　
入
澤
郁
夫
　
織

田
沢
美
知
子
　
岩
佐
邦
彦
　
岩
佐
吉
雄

島
田
巽
　
三
上
智
津
子
　
平
井
拓
雄

松
本
恒
廣
　
石
橋
正
美
　
松
家
晋
　
田

村
宏
明
　
秋
山
光
男
　
岡
部
み
ち
子

中
川
武
　
太
田
晃
介
　
大
倉
昌
身
　
林

桂
子
　
大
森
久
雄
　
勝
田
房
治
　
森
宏

子
　
小
倉
薫
子
　
宅
間
清
子
　
仙
土
俊

一　
遠
藤
京
子
　
佐
藤
知
恵
子
　
新
井

陽

一
郎
　
小
倉
茂
暉
　
松
本
正
城
　
小

川
益
男
　
川
合
周
　
滑
志
田
隆
　
細
井

澄
子
　
木
名
瀬
亘
　
山
本
良
三
　
ヂ
官

畑
　
長
谷
川
恒
男
　
岡
田
龍
行
　
藤
田

礼
子
　
沼
倉
寛
二
郎
　
計

一
三
七
名

（記
録

・
小
倉
　
厚
）

〔今
西
寿
雄
会
長
挨
拶
〕

本
日
こ
こ
に
昭
和
六
十

一
年
度
の
総

会
を
開
く
に
当
り
ま
し
て
ひ
と
こ
と
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

会
の
現
状
は
後
ほ
ど
会
務
報
告
が
ご

ざ
い
ま
す
が
、
二
月
末
会
員
数
四

一
三

九
名
、
新
入
会
員
二
〇
二
名
、
退
会
会

員

一
四
七
名
で
昨
年
よ
り
五
五
名
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
京
都
支

部
が
誕
生
い
た
し
ま
し
て
合
計
二
十

一

支
部
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
一
年
間
は
何
と
申
し
ま

し
て

も
、
日
本
山
岳
会
創
立
八
十
周
年
の
記

念
行
事
に
終
始
し
た
も
の
と
思

い
ま

す
。
過
年
度
か
ら
八
十
周
年
を
記
念
し

て
海
外
登
山
な
ど
が
計
画
さ
れ
、
ま
た

募
金
活
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
て
二
、
○

○
○
万
円
を
越
え
約

一
、
二
〇
〇
万
円

の
会
の
基
金
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

記
念
行
事
と
し
ま
し
て
は
、
山
岳
記

念
品
の
展
示
や
会
員
に
よ
る
絵
画

・
写

真
展
、
記
念
ピ
ッ
ケ
ル
の
作
成
な
ど
行

な
わ
れ
、
全
て
が
順
調
に
経
過
し
ま
し

た
こ
と
は
会
報

「山
」
や
機
関
誌

「山

岳
」
を
通
じ
て
ご
承
知
の
通
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

六
十
周
年
の
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀

晩
餐
会
が
秩
父
官
妃
殿
下
ご
臨
席
の
も

と
に
盛
大
に
と
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

妃
殿
下
か
ら
は
日
本
山
岳
会
の
名
誉
会

一

員
と
な
ら
れ
た
故
秩
父
宮
殿
下
が
、
北

一

ア
ル
プ
ス
や
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
に
登

ら
れ
た
当
時
の
こ
と
を
想

い
起

さ

れ

て
、
山
岳
会
八
十
周
年
の
お
祝
い
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
上
も

な
く
光
栄
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
一

ま
た
、
当
日
の
ト
ラ
イ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は

一

誠
に
好
評
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て

一

全
国
の
支
部
が
七
つ
の
ブ
ロ
ツ
ク
に
分

一

か
れ
て
、
日
本
山
岳
会
八
十
周
年
を
お

一

祝
い
し
て
、
夫
々
集
会
が
も
た
れ
た
こ

一

と
も
画
期
的
な
こ
と
で
ご
ざ

い
ま

し

一

た
。
海
外
登
山
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

．

年
度
の
カ
ン
チ
エ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
縦
走
に

続
き
ま
し
て
、
中
国
の
キ
レ
ン
山
、
カ

カ
サ
イ
ジ
モ
ン
カ
、
更
に
黄
河
源
流
の

ト
レ
ツ
キ
ン
グ
な
ど
が
成
功
裡
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
夫
々
の
委
員
会
に
お
い
て
或

い
は
二
十

一
の
各
支
部
に
お
き
ま
し
て

も
各
種
の
集
会
や
研
究
会
、
講
習
会
、

展
覧
会
、
或
い
は
自
然
保
護

活
動

な

ど
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
と
の
交
流

登
山
な
ど
で
活
躍
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。次
に
山
岳
会
の
事
務
の
合
理
化
が
行

な
わ
れ
、
そ
の
一
端
と
し
て
コ
ン
ピ

ユ

ー
タ
を
導
入
し
て
名
簿
の
整
理
、
会
費

の
請
求
な
ど
が
ス
ム
ー
ス
に
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
松
田

常
任
評
議
員
が
担
当
し
て
、
実
施
さ
れ

ム
Ｔ
こ
ん
υに
デ
ミ
ほ
汚
ち
“檸
′
ノ
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ま
し
た
が
、
自
宅
に
も
同
じ
コ
ン
ピ

ュ

ー
タ
を
準
備
し
て
、
精
力
的
に
や

っ
て

も
ら

っ
た
お
蔭
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の

機
会
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
佐
々
会
長
の
時
代
か
ら
会
費

の
値
上
げ
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
支
部
長
会
議
、
評
議
員
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
て
、
説
明
い
た
し
て
お

り
ま
す
が
、
本
総
会
に
こ
の
議
案
を
提

出
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
他
の
議

案
も
ふ
く
め
ま
し
て
宜
し
く
ご
審
議
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
ま
た
、
か
ね
て
か
ら
東
海
支

部
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
四
月
半
ば
に
中
国
登
山
協
会
の

史
占
春
主
席
が
来
日
さ
れ
、
日
本
山
岳

会
に
対
し
日

・
中

。
ネ
三
国
合
同
登
山

と
し
て

一
九
八
八
年
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
計

画
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が

正
式
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。
史
占
春
主
席

は

「
日
本
山
岳
会
は
こ
の
計
画
を
実
施

す
る
義
務
と
責
任
が
あ
る
」
と
ま
で
強

く
要
望
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
大

変
光
栄
で
も
あ
り
ま
す
し
、
こ
の
計
画

に
全
力
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
先
日
の
理
事
会
並
び
に
評
議

員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ

ま

し
た

の

で
、
早
速
準
備
に
と
り
か
か
ら
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。こ
の
こ
と
を
ご
報
告
申
し
あ
げ
て
、

私
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

辻
村
太
郎
著
作
集

第

一
巻
火
山
と
氷
河

佐
藤
　
久
編
集

Ｊ
Ａ
Ｃ
名
誉
会
員
で
も
あ
り
、
わ

が
国
地
理
学
の
泰
斗
、
辻
村
太
郎
先

生
が
九
十
三
年
の
偉
大
な
生
涯
を
了

え
ら
れ
て
か
ら
、
は
や
く
も
三
年
過

ぎ
た
。
東
大
名
誉
教
授
、
本
内
信
蔵
博
士

を
委
員
長
と
す
る
、
編
集
委
員
会
が

昨

一
九
八
五
年
に
設
け
ら
れ
、
十

一

月
十
五
日
第

一
巻

「火
山
と
氷
河
」

が
平
凡
社
よ
り
発
行
さ
れ
た
。

不
思
議
な
ご
縁
で
、
柳
田
国
男
先

生
の
お
宅
で
辻
村
先
生
に
初
め
て
お

目
に
か
か
っ
た
私
は
、
そ
れ
か
ら
種

々
と
火
山
の
話
、
氷
河
の
話
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
。
た
だ
山
が
好
き
な

無
学
の
者
に
対
し
て
、
地
図
を
ひ
ろ

げ
、
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
と
説
明
し
て
下

さ
る
。
果
て
は
、
火
山
弾
や
氷
河
の

石
を
、
ど
こ
で
拾

っ
た
と
説
明
ま
で

つ
け
て
、
送

っ
て
下
さ
っ
た
。

か
つ
て
、
三
十
年
前
、
日
本
自
然

私
は
東
京
電
灯
在
職
中
大
正
十
二
年

頃
、
武
田
久
吉
博
士
の
紹
介
で
尾
瀬
の

長
羨
の
平
野
長
蔵
氏
の
訪
間
を
受
け
、

尾
瀬
に
発
電
所
を
作
ら
ぬ
よ
う
に
し
て

欲
し
い
と
依
頼
を
受
け
た
。
そ
れ
か
ら

二
十
余
年
後
の
水
力
地
点
が
乏
し
く
な

っ
た
戦
後
、
電
力
の
需
要
が
急
増
し
て

き
た
時
の
昭
和
二
十
六
年
、
東
電
、
福

島
県
、
新
潟
県
、
の
三
者
が
三
つ
巴
に

な
っ
て
、
わ
れ
こ
そ
尾
瀬
に
発
電
所
を

建
設
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
新
聞
を
賑

わ
し
た
。　
一
方
、
武
田
久
吉
博
士
の
よ

う
に
毎
年
何
度
も
行

っ
て
植
物
の
研
究

を
さ
れ
る
方
や
、
日
本
の
風
景
を
調
査

す
る
国
立
公
園
協
会
等
の
自
然
を
尊
重

尾

瀬

ケ

原

を

の

こ
し

た

記

録

中

沢

真

二

す
る
方
は
心
配
し
な
が
ら
も
為
す
術
も

な
く
建
設
さ
れ
る
の
を
心
配
し
て
お
ら

れ
た
が
、
実
業
界
は
苔
や
ト
ン
ボ
の
た

め
発
電
所
を
作
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
、
学
者
、
自
然
愛
好
者
の
意
向

を
無
視
し
て
い
た
。

私
は
多
年
発
電
所
の
計
画
建
設
を
や

っ
て
い
た
の
で
尾
瀬
に
反
対
を
押
切

っ

て
発
電
所
を
建
設
す
る
価
値
が
あ
る
か

考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

私
は
発
電
所
建
設
の
た
め
十
数
年
、

湯
沢
、
小
千
谷
、
十
日
町
、
大
割
野
等

豪
雪
地
に
戻
々
出
張
し
雪
の
研
究
調
査

を
し
、
雨
量
等
に
興
味
を
持

っ
て

い

た
。
そ
の
た
め
余
談
な
が
ら
二
月
に
苗

保
護
協
会
創
立
発
起
人
会
に
列
席
し

た
か
ら
、
そ
の
方
面
の
お
話
も
重
な

る

。い
つ
か
私
も
、
日
を
か
け
て
い
た

だ
く
教
え
子
の
一
人
、
の
心
地
を
抱

い
た
。
「
辻
村
太
郎
著
作
集
」
刊
行

を
す

す
め
る
会
に
も
、
喜
ん
で
参
加
し
た

が
、
早
く
も
第

一
巻
が
出
て
感
銘
を
深

く
し
た
。

巻
頭
の
、
立
山

一
ノ
越
付
近
の
八
十

歳
の
お
写
真

（
一
九
七
〇
年
十

一
月
）

を
ま
ず
見
る
。
ベ
レ
ー
帽
に
長
コ
ー
ト

を
無
雑
作
に
着
こ
な
し
、　
一
の
越
の
ご

ろ
ご
ろ
石
を
踏
み
な
が
ら
、
し
き
り
に

岩
屑
を
見
て
…
…
ア
ツ
こ
こ
に
あ

っ

た
！
　
と
仰

っ
し
ゃ
り
そ
う
だ
。

目
次
を
上
げ
る
と
長
く
な
る
か
ら
略

す
が
、
第
二
巻
大
地
の
活
動
、
第
二
巻

海
と
山
、
第
四
巻
景
観
の
地
理
、
第
五

巻
風
土
と
文
化
、
第
六
巻
自
然
保
護
、

第
七
巻
人
と
紀
行
と
続
く
。

編
集
も
、
佐
藤
先
生
が
第

一
、
第
二

巻
の
後
、
戸
谷
洋
、
西
川
治
、
日
辺

健

一
、
前
島
郁
雄
、
木
内
信
義
と
、

高
弟
が
た
で
あ
る
。

日
本
山
岳
会
の
会
員
と
し
て
名
を

列
ね
る
わ
た
く
し
達
の
、
見
逃
す
こ

と
の
出
来
な
い
書
と
言
え
よ
う
。

一
九
八
五
年
十

一
月
十
五
日
、
平

凡
社
刊
、
四
六
版
、
四

一
九

ペ
ー

ジ
、
四
八
〇
〇
円

　

（村
井
米
子
）

二
冊
の
自
然
保
護
の
本

『尾
瀬
』
（斎
藤
晋
著
、
昭
和
六
十

年
上
毛
新
聞
社
刊
）

生
態
学
者
の
立
場
か
ら
尾
瀬
の
全

貌
を
多
角
的
に
と
り
あ
げ
て
い
る
。

数
あ
る
尾
瀬
に
関
す
る
本
の
な
か
で

も
異
色
の
も
の
、
自
然
保
護
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
そ
の
対
策
の
原
則
的

な
面
を
明
確
に
う
ち
だ
し
て
い
る
。

『
ブ
ナ
林
を
守
る
』
（鳥
海
山
の
自

然
を
守
る
会

・
白
神
山
地
の
ブ
ナ
原

生
林
を
守
る
会
共
編
、　
一
九
八
三
年

刊
、
秋
田
書
房
、　
一
〇
〇
〇
円
）

秋
田
の
自
然
の
美
し
さ
を
代
表
す

る
ブ
ナ
原
生
林
が
、
開
発
の
名
の
も

と
に
破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現

状
に
対
し
て
、
秋
田
の
自
然
を
愛
す

る
人
た
ち
の
自
然
を
守
る
運
動
の
記

録
。
共
通
す
る
問
題
点
は
、
開
発
に

対
す
る
行
政
の
姿
勢
、
過
疎

・
地
場

産
業
不
況
を
理
由
に
地
元
住
民
が
自

然
保
護
に
消
極
的
に
な
る
点
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
　

　

（大
橋
　
晋
）

(4)

図

書

紹

介
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場
山
続
き
の
高
石
山
上
で
盲
腸
炎
に
な

り
危
く
助
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

第

一
に
尾
瀬

一
帯
の
雨
量
を
年

一
二

〇
〇
ミリ
と
推
定
し
た
。

そ
こ
で
五
万
分
の
一
の
地
図
に
よ
り

尾
瀬
ヶ
原

へ
流
入
す
る
雨
量
を
計
算
し

た
。
尾
瀬
ヶ
原
を
囲
む
周
囲
の
山
の
尾

根
を
辿
っ
て
流
域
面
積

を
計
算

し
、

べ
ω
ヽ
ｏＰ
ｏｏ
ｏ
日
、
と
知
り
、　
一
年
間
の

降
水
量
は

ｏ
♪
Ｏ
ｏＰ
ｏｏｏ
日
ω）
即
ち
平

均
毎
秒

∞
・ｏ
日
∞
と
知

っ
た
。
こ
の
水

を
ダ
ム
に
よ
り
貯
え

∞
ｏ
日

の
落
差
で

発
電
す
る
と
、
継
続
し
て

Ｆ
∞ｏｏ
パ
ョ

の
発
電
と
な
り
、　
一
日
五
時
間
運
転
と

す
る
と
凡
そ

∞
ｂ
ｏｏ
パ
ョ

の
発
電
所

と
な
り
、
大
騒
ぎ
し
て
不
便
の
地
に
、

多
く
の
反
対
を
無
視
し
て
建
設
す
る
価

値
は
な
い
と
言
う
結
論
を
得
た
。
ま
た

揚
水
発
電
所
と
し
て
は
上
部
貯
水
池
と

し
て
は
申
分
な
い
が
、
数
ヶ
月
後
に
は

再
び
透
明
の
水
を
見
る
こ
と
が
出
来
な

く
な
る
。

揚
水
発
電
所
と
し
て
は
電
力
需
要
地

へ
長
距
離
の
送
電
と
な
り
送
電
設
備
の

利
用
率
を
下
げ
る
た
め
当
時
の
建
設
は

止
め
る
に
如
か
ず
と
考
え
た
。

（私
は
そ
の
後
、
富
士
の
山
中
湖
の
東

の
平
地
と
そ
の
東
の
小
山
脈
を
越
え
た

世
付
川
と
の
間
に

∞
ｏ
１
８
０
Ｍ

パ
ヨ

の
揚
水
発
電
所
を
提
案
し
、
安
藤
新
六

氏
が
略
設
計
を
し
た
。
東
電
は
世
付
川

の
水
が
少
い
故
か
着
手
し
な
い
。）

右
の
結
果
を
当
時
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
勤
務
中

の
武
田
久
吉
博
士
に
お
見
せ
し
た
と
こ

ろ
、
国
立
公
園
協
会

へ
持
参
し
、
新
宿

御
園
内
の
事
務
室
に
、
建
設
省
の
山
岡

包
平
水
力
課
長
殿
外
ニ
ー
三
名
、
国
立

公
園
協
会
々
長
田
村

剛
氏
外

ニ
ー
三

名
、
武
田
久
吉
博
士
外
ニ
ー
三
名
及
び

筆
者
が
集
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

席
上
、
山
岡
課
長
が
中
沢
の
推
定
は

少
な
過
ぎ
る
と
言
わ
れ
、
私
は
水
量
の

推
定
が
少
い
な
ら
ば
引
下
が
る
が
、
田

子
倉
の
測
水
表
を
見
せ
て
頂
き
度
い
と

申
し
出
る
と
、
山
岡
課
長
は
快
諾
さ
れ

当
日
の
会
議
は
簡
単
に
終

っ
た
。
私
は

建
設
省
に
出
向
き
田
子
倉
測
水
所
の
連

続
十
年
間
の
測
水
量
を
計
算
し
た
と
こ

ろ
、
平
均
年

一
一
六
〇
ミリ
の
結
果

を

得
、
山
岡
課
長
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
山

岡
課
長
は
即
座
に
発
電
所
の
建
設
を
止

め
る
と
の
ご
英
断
を
下
さ
れ
た
。

尾
瀬
ヶ
原
の
自
然
を
護
る
た
め
に
多

く
の
人
が
多
大
の
苦
心
を
払
わ
れ
、
そ

れ
が
成
功
し
た
。
私
は
齢
既
に
百
歳
に

近
く
、
こ
の
真
実
を
伝
え
る
こ
と
の
必

要
を
感
じ
て
右
を
書
き
ま
し
た
。

〔付
記
〕

武
田
久
吉
博
士
は
私
の
兄

が
同
期
で
動
物
学
を
学
ん
だ
関
係
で
よ

く
知
り
合

っ
た
。
私
は
電
気
工
学
を
学

び
東
京
電
灯
に
入
っ
て
、
戦
前
の
関
東

の
発
電
所
の
大
部
分
の
建
設
に
関
係
し

た
。
大
正
十

一
年
に
は
信
濃
川
の
水
力

の
利
用
で
揚
水
発
電
を
創
案
、
戦
時
中

に
は
猪
苗
代
湖
の
水
を
汲
上
げ
て
湖
水

を
三
倍
の
発
電
に
供
し
た
。

私
は
尾
瀬
ヶ
原

へ
は
大
正
十
三
年
に

一
人
で
案
内
人
を
連
れ
四
日
が
か
り
で

鬼
怒
沼
、
八
丁
の
湯
を
経
て
帰
京
、
昭

和
二
十
三
年
に
は
同
行
四
人
で
行
き
ま

し
た
。
筆
者
の
年
令
は
九
十
五
歳
で
あ

り
ま
す
。

大
正
は
じ
め
の
登
山

伴

野
　
　
清

（会
員
番
号

・
三
八
四
番
）

私
は
、
二
年
近
く
ま
え
に
米
寿
を
越

し
ま
し
た
。
生
ま
れ
は
明
治
二
十
九
年

五
月
九
日
で
す
。
小
学
校
三
年
生
の
と

き
、
い
ま
新
潮
社
の
あ
る
矢
来
町
か
ら

同
じ
牛
込
地
区
の
市
谷
に
引
越
し
て
八

十
年
あ
ま
り
住
み
ふ
る
し
て
い
ま
す
か

ら
、
ま
あ
江
戸
ッ
子
と
い
っ
て
よ
い
で

し
よ
う
。
中
学
は
高
師
の
付
属
中
学
で

し
た
。　
一
年
生
の
と
き
富
士
山
と
甲
斐

駒
に
登
り
、
こ
れ
が
や
み
つ
き
に
な
っ

て
山
歩
き
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
山
岳
会
に
は
明
治
四
十
三
年
に
入

会
し
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
会
員
番

号
は
二
八
四
番
で
す
。
私
よ
り

一
廻
り

ほ
ど
年
長
の
叔
父
に
入
代
準

（海
軍
造

船
少
将

・
阪
大
教
授
）
が
居
り
、
日
本

門

田

正

氏

へ

の

見

舞

お

願

い

レヽ

の

多
怯
る
二
月
二
十
二
日
、
ピ
ッ
ケ
ル
作
者
の
三
代
目
門
田

正
氏

（五
三
歳
）
は
、
蜘
蛛
膜
下
出
血
の
た
め
入
院
さ
れ

ま
し
た
。
ご
高
承
の
通
り
、
氏
は
本
会
の
八
十
周
年
記
念

ピ
ッ
ケ
ル
の
製
作
者
で
あ
っ
て
、
昨
年
七
月
か
ら
倒
れ
ら

れ
る
ま
で
受
注
総
数
五
三
二
本
の
ほ
ぼ
六
割
を
完
成
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
こ
こ
ろ
ざ
し
半
ば
に
し
て
挫
折
さ

れ
ま
し
た
。
病
状
篤
い
と
こ
ろ
か
ら
父
茂
氏
は
、
二
月
末

日
を
も

っ
て
五
十
七
年
に
及
ぶ
伝
統
あ
る
門
田
製
作
所
を

廃
業
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
無
念
悲
痛
は
余
人
の
測
り
難
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
し
、
登
山
界
に
と
っ
て
も
大
き
な
損

失
と
い
え
ま
す
。

思
え
ば
昭
和
四
年
の
ア
イ
ゼ
ン
試
作
、
同
五
年
ピ
ッ
ヶ

ル
の
試
作
を
経
て
、
翌
六
年
に
門
田
ピ
ッ
ケ
ル
第

一
作
を

世
に
お
く
り
ま
し
た
が
、
本
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
青
春
の
情
熱
を
雪
と
氷
に
た
ぎ
ら
せ
た
心
の
片
す
み

に
、
そ
し
て
そ
の
手
と
足
と
に
、
門
田
の
作
品
は
い
つ
も

寄
り
そ
っ
て
貴
方
の
分
身
の
役
割
り
を
存
分
に
果
し
て
く

れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
幾
星
霜
を
経
て
門
田
の
作
品
は
不
動
の
名
声

を
博
し
ま
し
た
が
、
昨
年

一
月
、
八
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
記
念
ピ
ッ
ケ
ル
の
製
作
が
決
定

さ

れ
ま

し

た
。
私
共
は
、
古
典
的
な
難
し
い
図
面
を
正
氏
に
押
し
つ

け
、
作
業
の
遅
滞
を
叱
咤
し
、
厳
し
い
点
検
を
重
ね
て
あ

の
よ
う
な
軽
く
鋭
く
美
し
い
ピ
ッ
ケ
ル
が
作
ら

れ
ま

し

た
。
し
か
し
、
不
幸
に
し
て
正
氏
の
突
然
の
挫

折

を
知

り
、
こ
の
事
業
に
携
わ
っ
た
関
係
者

一
同
は
、
断
愧
の
念

に
耐
え
難
く
、
思
い
惑

っ
て
い
る
次
第
で
す
。

緑
さ
わ
や
か
な
初
夏
の
一
日
、
有
志

一
同
の
発
案
で
門

田
正
氏
の
一
刻
も
早
い
ご
快
復
を
願
い
、
お
見
舞
い
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
皆
様
の
門
田
作
品

へ
の
愛

情
を
こ
め
て
、
ご
本
復
祈
願
の
募
金
に
ご
協
力
賜
れ
ば
望

外
の
幸
せ
に
存
じ
ま
す
。

募
金
は
末
尾
記
載
の
方
法
で
、
最
寄
り
の
郵
便
局
よ
り

ご
送
金
戴
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
厚

情
は
、
追

っ
て
会
報

「山
」
紙
上
で
ご
報
告
さ
せ
て
戴
く

所
存
で
す
。
既
に
記
念
ピ
ッ
ケ
ル
購
入
者
か
ら
は
、
特
段

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
付
記
し
、
こ
こ
に
あ
つ

く
御
礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

記

募
金
額
　
一
日
＝
千
円

締
切
日
　
七
月
二
十
日

郵
便
振
替
口
座
番
号
　
東
京
四
―

一
九

一
九

一
〇

加
入
者
名
　
日
本
山
岳
会
門
田
募
金
委
員
会

（文
責

・
平
柳

一
郎
）

発
起
人
　
佐
々
保
雄
　
田
口
二
郎
　
山
田
二
郎
　
大
塚
博

美
　
中
村
純
二
　
松
田
雄

一　
高
速
　
宏
　
橋
本
誠
二

平
野
　
明
　
入
沢
郁
夫
　
平
柳

一
郎

（順
不
同
）

(5)
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山
岳
会
創
立
委
員
の
梅
沢
親
光
さ
ん
と

一
高
か
ら
の
同
期
で
、
既
に
入
会
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
二
人
の
紹
介
で

入
会
が
許
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
山
岳
会
の
設
立
に
触
発
さ
れ
た

と
思
う
の
で
す
が
、
明
治
の
終
り
か
ら

大
正
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
高
師
の
付

中
、　
一
高
、
慶
応
な
ど
の
学
校
に
続
々

と
山
岳
会
が
設
立
さ
れ
、
近
代
登
山
の

一
幕
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
私
も
大
正
四

一
年

一
高
に
入
学
し
、
藤
島
敏
男
君
ら
と

旅
行
部
に
入
り
ま
し
た
。
夏
休
み
に
な

る
の
を
待
ち
か
ね
る
よ
う
に
山
に
で
か

け
た
の
で
す
が
、
最
初
の
目
標
は
北
ア

ル
プ
ス
の
山
々
で
、
後
で
南
ア
ル
プ
ス

や
東
北
の
山
に
も
登
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
最
も
記
憶
に
残
る
の
は
、
た
し

か
大
正
五
年
七
月
の
槍
か
ら
穂
高
に
か

け
て
、
初
め
て
縦
走
が
完
遂
で
き
た
こ

と
で
す
。
大
町
か
ら
針
ノ
木
を
越
し
て

五
色
ヶ
原
か
ら
南
下
し
、
薬
師
、
鷲
羽

と
縦
走
し
て
槍
ヶ
岳
に
と
っ
つ
き
、
そ

れ
か
ら
穂
高
連
峯
を
南
下
し
て
上
高
地

に
降

っ
た
わ
け
で
す
。
案
内
者
は
大
町

の
大
西
又
吉
で
、
付
属
中
学
の
学
友
だ

っ
た
中
上
川
小
六
郎
、
宮
川
久
雄
君
及

び

一
高
の
大
島
永
明
君
が
同
行
者
で
し

た
。
北
穂
を
降
り
か
か
っ
た
と

こ
ろ

で
、
槙
有
恒
さ
ん
が
嘉
門
治
を
案
内
に

下
か
ら
逆
に
登
り
か
か
る
の
に
出
逢
い

ま
し
た
が
、
こ
の
十
日
ほ
ど
の
間
に
人

に
逢

っ
た
記
憶
は
、
他
の
二
、
三
の
パ

ー
テ
ィ
し
か
残

っ
て
い
ま
せ
ん
、
こ
の

時
代
の
上
高
地
に
も
清
水
屋

一
軒
だ
け

と
い
う
状
態
が
し
ば
ら
く
続
き
、
他
の

旅
館
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
は
、
夏
に
な
れ
ば
、
上
高
地
は

も
と
よ
り
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
は
人

で
埋
ま
る
よ
う
な
盛
況
と
聞
い
て
い
ま

す
。
登
山
さ
れ
る
方
に
は
、
あ
る
意
味

で
お
気
の
毒
な
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。

も

っ
と
も
釜
隧
道
の
お
蔭
で
、
夏
、
マ

イ
カ
ー
規
制
の
行
な
わ
れ

て

い
る

の

は
、
せ
め
て
も
の
慰
め
で
す
。

報

　

告

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

一
　
１５
周
年
記
念
登
山

一一　
　
　
　
　
　
　
岐
阜
支
部

岐
阜
県
西
北
部
、
根
尾
川
に
沿

っ
て

北
上
、
淡
墨
桜
と
能
の
里
と
し
て
知
ら

れ
る
根
尾
村
に
て
、
四
月

二
十
六

日

（土
）、
二
十
七
日

（日
）、
岐
阜
支
部

設
立
１５
周
年
を
記
念
し
て
、
懇
親
会
と

能
郷
白
山

（
一
六

一
七
研
）
登
山
が
行

な
わ
れ
、
全
国
各
地
よ
り
の
お
客
様
を

含
め
四
十
四
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

宿
泊
先
の
源
屋
に
て
、
松
井
支
部
長

の
音
頭
で
乾
盃
、
根
尾
川
の
清
流
で
育

っ
た
ア
マ
ゴ
、
マ
ス
料
理
に
舌
鼓
、
ビ

ー
ル
で
喉
を
う
る
お
し
、
お
国
自
慢
の

民
謡
大
会
が
始
ま
っ
た
。

よ
く
二
十
七
日
、
早
朝
出
発
、
能
郷

谷
に
沿
う
悪
路
を
車
で
登
る
。
六
時
、

登
山
開
始
。
昨
夜
の
雨
で
増
水
し
た
小

川
を
、
い
き
な
り
徒
渉
。
前
山

へ
の
急

登
に
あ
え
ぐ
。
標
高

一
四
〇
〇
肝
あ
た

り
よ
り
残
雪
が
表
わ
れ
る
。
よ
く
し
ま

っ
て
お
り
、
快
調
な
足
並
で
あ
る
。
頂

上
直
下
三
百
研
、
三
十
度
を
ゆ
う
に
こ

す
雪
の
急
斜
面
。
お
り
か
ら
の
雨
ま
じ

ス
イ
ス
の
岳
友

へ
の
感
謝

バ
”日
①８
鮎
①乳
）
を
唱

っ
た
と
こ
ろ
、
次
に
パ
ウ
ラ
が

と

て

も
き
れ
い
な
ソ
プ
ラ
ノ
で

Ｒ≧
も８

”
ｏ８
ｖｖ
を
唱
い
、
最

後

に

私

が

Ｒ
Ｅ

∽
ギ
①
【
印

①
目

針

卜

ヽ

二

庁

日
Ｐ
ｏ
ュ

①
Ｆ

鮎
営

①
日

の
ま

∞

ｈ
①
∽
一
目

鮎

Ｐ

ｒ
Ｏ
甲

”
Ｅ

鮎
①
∽
〓
①
ヽ

を

唱

い

ま

し

た

と

こ
ろ
思
い
も
か
け
ず
三
階
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
聞
え
て
参

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
を
立
ち
、
ベ
ル
ン

の
駅
で
私
に
ス
イ
ス
山
岳
会
員
章
を
贈

っ
て
く
れ
た
ア
ン

ド
レ
と
う
ま

ヽヽ
く
落
ち
合
い
ま
し
た
。
二
十
七
年
振
り
の
再

会
を
喜
び
合
い
、
先
ず
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
バ
ッ
チ
を
私
の
胸
か
ら

外
し
彼
の
ヤ
ツ
ケ
に
つ
け
て
あ
げ
ま
し
た
。
初
め
て
会

っ

た
時
は
五
歳
だ
っ
た
小
娘
の
コ
セ
ッ
テ
も
既
に
三
児
の
母

親
と
な
っ
て
い
て

一
諸
に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
が
、
彼
等

の
車
で
プ
レ
ー
ル
の
自
宅
に
招
か
れ
、
ヴ
レ
ミ
ル
夫
妻
、

ゴ
ー
シ
ェ
夫
妻
、
可
愛
い
い
子
供
た
ち
と
心
温
ま
る

一
夜

を
過
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
と
め
と
し
て
全
国
の
ツ
ア
ー
で

と
く
に
ツ
エ
ル
マ
ッ
ト
で
の
天
候
は

異
状
で
四
月
と
は
思
え
ぬ
降
雪
の
連

続
で
し
た
。
グ
ラ
ウ
ビ

ュ
ン
デ
ン
の

数
日
は
好
天
雪
質
も
絶
好
で
、
レ
ン

ツ
エ
ル
ハ
イ
デ
、
ダ
ボ
ス
　
。ハ
ル
セ

ン
、
ラ
ー
ク
ス
な
ど
で
快
適
な
滑
降

を
満
喫
す
る
こ
と
が
出
来

ま

し
た

私
の
今
回
の
ス
イ
ス
ヘ
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
の
き

っ
か
け
は
グ
ラ
ウ
ビ

ュ
ン
デ
ン
の
岳
友
フ
ロ
リ

ア
ン
の
招
待
で
す
が
、
実
現
出
来
た
の
は
全
く
君
と
ス
イ

ス
の
岳
友
の
お
蔭
で
、
七
四
年
の
生
涯
で
最
も
楽
し
く
意

義
あ
る
収
獲
を
得
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

帰
国
し
て
か
ら
も
相
変
ら
ず
元
気
で
す
が
、
い
つ
も
求

め
贈
ら
れ
た
テ
ー
プ
で
美
く
し
い
ス
イ
ス
や
ド
イ
ツ
の
民

謡
を
聞
い
た
り
、
写
真
を
見
な
が
ら
最
も
幸
福
だ
っ
た
ス

イ
ス
で
の
日
々
を
回
想
し
て
い
ま
す
。

共
に
過
し
た
あ
の
宵
の
酒
場
の
ム
ー
ド
、
今
日
も
昨
日

も
雪
の
降
る
ツ
ェ
ル
マ
ツ
ト
の
街
を

馬
車
が
行
く
風
景
が
昨
日
の
感
じ
で

す
。
五
日
目
の
朝
や

っ
と
再
会
し
た

マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
は
忽
ち
雲
に
隠
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
君
と
ゴ
ル
ネ

ル
グ
ラ
ー
ト
ま
で
登

っ
た
ら
快
晴

で
、
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
が
全
容
で
迎
え

て
く
れ
た
の
は
感
激
で
し
た
。
二
五

〇
〇
米
ま
で
の
雪
質
は
絶
好
で
夢
の

滑
降
で
し
た
ね
。

ツ
エ
ル
マ
ツ
ト
で
の
今

一
つ
の
最
高
の
想
い
出
は
私
が

ホ
テ
ル
バ
ン
ホ
フ
に
到
着
し
た
四
月
九
日
が
偶
々
ベ
ル
ナ

ル
ド

・
ビ
ネ
ル
の
命
日
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
妹
の
パ
ウ
ラ

は
彼
が
私
を
呼
ん
だ
の
だ
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

彼
の
写
真
と
ピ
ッ
ケ
ル
と
ザ
イ
ル
を
前
に
黙
祷
。
万
感
胸

に
迫
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
、
般
若
心
経
を
上
げ
る
の
が

私
の
習
い
で
す
が
場
違
い
の
感
じ
が
し
、
暫
ら
く
考
え
た

ＲＵ
８
”
鮎８
”
●
ｏＦ
Ｆ
”
”８
①乳
）
を
静
か
に
唱
い
始
め
ま
し

た
と
こ
ろ
、
パ
ウ
ラ
も
手
を
合
わ
せ
て
唱
和
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
帰
る
朝
も
彼
女
と
共
に
霊
前
で
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
が
、　
そ
の
時
は
私
が
先
ず
、
ＲＨｏｒ
ぎ
■

ｏ〓
８

が
、
ゴ
ル
ネ
ル
グ
ラ
ー
ト
の
二
五
〇
〇
米
以
下
、
ス
ネ
ッ

ガ
、
ブ
ラ
ウ
ヘ
ル
ト
、
ト
ロ
ッ
ク
ナ
ー
ス
テ
ー
ク
は
濃
密

な
ガ
ス
と
重
い
新
雪
で
極
度
に
慎
重
に
滑
り
ま
し
た
。
ス

キ
ー
も
素
晴
し
か
っ
た
で
す
が
、
そ
れ
に
も
増
し
感
銘
し

た
こ
と
は
ス
イ
ス
の
岳
友
の
家
庭
に
迎
え
ら
れ
、
勤
勉
質

実
で
あ
る
と
共
に
親
子
孫
三
代
に
わ
た
る
団
彙
と
話
合
が

実
に
板
に
つ
い
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
私
は
暫
ら
く
ス
イ

ス
を
忘
れ
東
南
ア
ジ
ア
に
う
つ
つ
を
抜
か
し

て

い
ま

し

た
。
来
世
の
極
楽
往
生
を
願
い
仏
を
信
じ
て
生
き
抜
く
ラ

ダ
ッ
ク
も
イ
ン
ド
も
ス
リ
ラ
ン
カ
も
タ
イ
も
素
晴
ら
し
い

魅
力
で
あ
る
こ
と
に
変
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
世
を
生
き

る
範
は
や
は
リ
ス
イ
ス
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。
富
国
強

山
口
　
一
孝Ｒ

Ｆ
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り
の
強
風
と
濃
霧
に
足
が
す
く
む
。
九

時
半
ご
ろ
、
全
員
登
頂
。
万
歳
三
唱
の

後
、
ビ
ー
ル
で
乾
盃
。
強
風
と
濃
霧
の

た
め
視
界
が
ま
っ
た
く
き
か
な
い
。
熊

笹
の
中
で
ふ
る
え
な
が
ら
昼
食
。
ウ
イ

ス
キ
ー
、
梅
酒
、
焼
酎
、
温
か
い
コ
ー

ヒ
ー
を
い
く
ら
飲
ん
で
も
寒
く
、
十
時

半
下
山
開
始
、
帰
途
に
つ
く
。

天
侯
に
は
恵
ま
れ
な
い
山
行
で
あ

つ

た
が
、
皆
様
と
楽
し
く
お
話
し
す
る
こ

と
が
で
き
、
心
に
残
る

一
日

で
あ

っ

た
。
参
加
者

・
順
不
同
　
祖
父
川
精
治
、
安

土
武
夫
、
川
北
仁
、
高
田
真
哉
、
冨
田

郁
夫
、
原
謙

一
、
赤
松
光
、神
原
忠
夫
、

岩
堀
瑞
子
、
高
橋
重
子
、
森
井
修
、
井

上
紀
子
、
山
内
士
具
、
小
野
木
、
大
江

直
義
、
太
田
義

一
、
亀
岡
ち
え
、
山
上

皓

一
郎
、
東
真
澄
、
江
馬
諭
、
遠
藤
恵

大
、
影
山
英
雄
、
木
村
繁
、
国
枝
武
喜
、

佐
藤
正
雄
、
佐
藤
芳
久
、
四
手
井
靖
彦
、

清
水
芳
彦
、
瀬
川
昂
生
、
関
本
俊
雄
、

高
木
碕
男
、
高
木
基
揚
、
高
木
泰
夫
、

高
橋
達
雄
、
玉
岡
憲
明
、
西
川
顕
、
広

瀬
正
、
藤
井
茂
雄
、
藤
井
洋
、
松
井
辰

弥
、
三
浦
伝
明
、
水
野
美
代
子
、
森
本

市
郎
、
山
口
昭

一
。
　

（江
馬
　
諭
）

岩
手
支
部
か
ら

・
春
の
例
会
山
行

四
月
二
十
六
日
、
午
後
か
ら
戸
塚
森

へ
雨
の
中
登
る
。
大
麻
部
山
麓
の
虹
葵

荘
に
て
、
ソ
バ
を
賞
味
、
石
臼
で
粉
を

ひ
き
、
裁
ち
、
約

一
時
間
、
山
葵
の
薬

味
で
小
昼
、
夜
は
遠
野
海
老
藤
旅
館
で

宮
城
支
部
長
、
庄
司
駒
男
氏
を
混
じ
え

て
歓
談
。

四
月
二
十
七
日
、
畑
屋
沢
よ
り
、
ウ

サ
ギ
コ
ウ
モ
リ
の
生
息
す

る
大

開

山

へ
。
標
高
千
米
地
点
で
時
間
ぎ
れ
と
雨

天
の
た
め
下
山
。
帰
途
、
南
部
曲
屋
の

千
葉
家
、
峠
の
茶
屋
に
て
直
会
。

参
加
者
　
庄
司
駒
男
、
阿
部
国
雄
、
田

鎖
　
寿
、
石
村
　
実
、
石
村
夫
人
、
鹿

野
松
男
、
和
田
庄
司
、
関
口
　
宏
、
宮

伸
穂
、
須
々
田
秀
美
、
佐
藤
　
正
、
松

田
和
弘
、
欄
田
房
男
、
畠
山
　
優
、
佐

藤
紀
子
、
佐
藤
敏
彦
。

・
今
西
錦
司
元
会
長
と
か
ぬ
か
平
山
行

五
月
二
日
、
葛
巻
町
小
屋
瀬
か
ら
カ

タ
ク
リ
、　
一
輪
草
、
福
寿
草
咲
く
浦
志

内
林
道
よ
り
、
現
成
周
氷
河
の
構
造
土

で
知
ら
れ
る
三
巣
子
山
、
川
場
台
を

ヘ

て
本
州
で
最
も
寒
冷
地
の
薮
川
経
由
で

岩
泉
町
安
家
、
か
む
ら
旅
館
泊
。

五
月
四
日
、
折
壁
よ
り
穴
目
林
道
を

へ
て
牧
野
よ
リ
エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク
の
中

を
二
等
三
角
点
、
残
雪
の
穴
ロ
ケ
岳
を

登
る
。
地
元
、
岩
泉
町
、
竜
泉
洞
、
地

底
湖
の
水
割
り
で
乾
盃
、
こ
こ
が
日
本

の
チ
ベ
ツ
ト
か
と
、
さ
ら
に
塩
の
道
の

和
佐
羅
比
山
で
一
等
三
角
点
と
天
測
点

に
触
れ
る
。
か
む
ら
泊
。

五
月
五
日
、
卯
子
酉
山
で
日
の
神
様

の
薬
師
神
社
を
詣
で
、
ア
オ
ゲ
ラ
の
ド

ラ
ム
、
タ
ラ
の
芽

一
杯
の
原
地
山
の
両

一
等
三
角
点

へ
、
三
日
間
と
も
大
快
晴
、

大
学
者
賞
受
賞
直
後
に
相
応
し
い
山
行

で
あ
っ
た
。

参
加
者
　
今
西
錦
司
、
新
井
　
浩

（京

都
支
部
）。
平
林
芳
夫
、
佐
藤
正
雄

（岐

兵
の
列
国
に
囲
ま
れ
、
資
源
乏
し
く
、
美
く
し
い
が
厳
し

い
気
候
と
風
土
の
環
境
下
に
毅
然
と
し
て
何
気
な
く
自
由

と
独
立
と
平
和
を
生
き
抜
い
て
来
た
ス
イ
ス
の
歴
史
は
今

も
ゆ
る
ぎ
な
く
続
い
て
い
て
、
そ
の
基
盤
は
こ
の
よ
う
な

心
の
つ
な
が
る
家
庭
に
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
得
た
こ
と

こ
そ
今
回
ツ
ア
ー
の
最
高
の
収
獲
だ
っ
た
と
思

っ
て
い
ま

す
。君
と
ス
イ
ス
の
岳
友
諸
君
本
当
に
有
難
と
う
。

将
監
峠
越
え
の
道

柿
原
　
謙

一

私
は
奥
秩
父
の
将
監
峠
越
え
を
し

て
い
な
い
。
数
回
こ
の
峠
を
歩
い
た

が
、
甲
武
国
境
の
縦
走
ば
か
り
で
、

三
ノ
瀬
部
落
か
ら
峠
に
た
っ
て
も
、

秩
父
の
大
洞
川
に
直
行

し

て

い
な

と
こ
ろ
が
先
年
ニ
ノ
瀬
か
ら
こ
こ

に
登
り
、
飛
竜
を
廻
っ
て
奥
多
摩
に

降

っ
た
山
友
山
田
（亮
）
さ
ん
か
ら
、

将
監
峠
を
こ
し
て
秩
父
側

へ
の
道
は

す
ぐ
に
降
ら
な
い
の
で
、
つ
ま
り
峠

越
え
の
実
感
が
な
い
が
、
昔
か
ら
の

峠
路
は
ど
れ
な
の
か
ネ

と
問

わ
れ

た
。
こ
れ
に
は
当
惑
し
た
が
、
甲
州

の
人
が
三
峰
神
社
参
詣
の
た
め
、
和

名
倉
山

（自
石
山
）

へ
の
稜
線
途
中

か
ら
惣
小
屋
谷
に
降
り
、
大
洞
川
添

い
に
三
峰
山

へ
行
く
路
だ
ろ
う
と
答

え
た
。
こ
れ
で
は
峠
降
り
の
通
念
に

な
ら
ず
、
ご
当
人
は
納
得
し
な
い
。

左
し
て
栃
本
に
降
る
に
し
て
は
、
雁

峠
越
え
の
方
が
い
い
だ
ろ
う
に
と
言

田
部

（重
治
）
さ
ん
は
大
正
七
年

十

一
月
に
、
塩
山
―
柳
沢
峠
―
落
合

―
三
ノ
瀬
―
将
監
峠
―
惣
小
屋
谷
―

大
洞
谷
―
三
峰
と
歩
か
れ

た

（『晩

秋
の
奥
秩
父
』
）。
峠
か
ら
和
名
倉
山

ヘ

の
稜
線
を
ゆ
き
、
滝
川
谷

・
惣
小
屋
谷

分
岐
点
か
ら
大
洞
川

へ
と
降

っ
た
。
こ

れ
が
古
い
峠
路
の
は
ず
だ
。
す
ぐ
降
ら

な
い
。
と
こ
ろ
が
最
近

『大
滝
村
誌
』
資
料

編
三
の
三
二
三
頁
に
あ
る
慶

応

三
年

（
一
八
六
七
年
）
の
文
書
を
み
て
驚
い

た
。
大
滝
村
の
麻
生
か
ら
二
瀬

（
ｏ
現

在
は
秩
父
湖
々
底
）
―
大
洞
川
沿

い
―

将
監
峠
ご
え
で
、
「追
々
馬
人
数

通
行

井
買
荷
物
等
通
行
い
た
し
候
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
栃
本
に
は
関

所
が
設
け
ら
れ
、
つ
い
で
麻
生
に
も
番

所

（加
番
所
と
も
い
う
）
が

お

か
れ

た
。
甲
州
街
道
の
裏
道
で
あ
る
雁
坂
峠

越
え
で
も
、
出
女

ｏ
入
鉄
砲
が
吟
味
さ

れ
て
い
た
。
私
に
は
将
監
峠
ご
え
の
こ

と
は
、
思
い
も
お
よ
ば
な
か

っ
た

の

で
、
麻
生
は
無
用
と
思

っ
た
。

栃
本
に
は
慶
長
十
九
年

（
一
六

一
四

年
）
に
関
所
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
こ
か

ら
東
三
粁
ほ
ど
の
同
じ
往
還
ぞ
い
の
麻

生
に
、
関
所
な
み
の
番
所
が
ま
た
置
か

れ
た
。
寛
永
二
十
年

（
一
六
四
三
年
）

で
あ
る
。
な
ぜ
栃
本
の
ち
か
く
に
ま
た

番
所
な
の
か
と
、
私
は
幕
府
の
措
置
を

い
ぶ
か
し
く
思

っ
て
い
た
が
、
慶
応
三

年
の
文
書
で
一
切
が
理
解
で
き
た
。
栃

本
―
雁
坂
峠
ご
し
の
甲
州
側
に
は
、
川

浦
に
関
所
が
あ
っ
た
。
二
箇
所
で
吟
味

が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
栃
本
手
前
の

麻
生
か
ら
荒
川
を
渡
り
、
将
監
峠
ご

し
で
甲
州
に
抜
け
れ
ば
、
栃
本

ｏ
川

浦
は
無
通
過
で
吟
味
も
さ
れ
ず
、
甲

武
の
交
通
が
で
き
る
。
こ
れ
が
判

っ

た
か
ら
、
幕
府
は
栃
本
関
所
設
置
の

三
十
年
後
に
麻
生
に
番
所
を
設
け
、

裏
街
道
の
ま
た
裏
道
の
吟
味
を
必
要

と
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し

て
も
抜
け
道
は
あ
る
も
の
だ
、
と
痛

感
仕

っ
た
次
第
で
あ
る
。

百
年
も
前
に
こ
の
抜

け
道

を
辿

り
、
人
馬
荷
物
を
通
す
に
は
、
惣
小

屋
谷
出
合
―
将
監
峠
の
間
は
田
部
さ

ん
の
降

っ
た
道
と
な
ろ
う
。
五
万
分

一
図
幅
で
は
、
こ
の
地
区
が
傾
斜
が

や
や
ゆ
る
や
か
で
、
馬
を
通
す
に
は

こ
の
ほ
か
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。
こ

れ
で
山
田
さ
ん
の
疑
間
に
答
え
ら
れ

よ
う
。
峠
の
風
情
と
通
念

を
欠

く

も
、
将
監
峠
は
ま
さ
に
抜
け
道
の
本

領
を
も
つ
峠
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

日
本
山
岳
画
協
会

五
〇
年
記
念
展

日
本
山
岳
画
協
会
は
足

立
源

一

郎
、
中
村
清
太
郎
、
茨
木
猪
之
吉
、

石
井
鶴
三
の
諸
氏
十
二
名

の
画
家

（顧
間
に
小
島
烏
水
、
藤
木
九
二
両

(7)
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阜
支
部
）。
河
村
皆
子

（北
海
道
支
部
）。

田
鎖
　
寿
、中
谷
　
充
、
和
田
庄
司
、
関

口
　
宏
、
浅
野
新

一
、
石
村
　
実
、
石

村
夫
人
、
鹿
野
松
男
、
宮
　
伸
穂
、
近

藤
有
慶
、
菊
地
修
身
、
小
日
洋
右
、
須

々
田
秀
美
、
渡
辺
博
厚
、
長
村
　
仁
、

山
崎
成

一
、
山
崎
夫
人
、
佐
藤
英
雄
、

佐
藤
紀
子
、
佐
藤
敏
彦

（岩
手
支
部
）。

他
七
名
。
　
　
　
　
　
（佐
藤
敏
彦
）

穂
高
小
屋
の
神
憲
明
氏
が
、
前
回
の

穂
高
讃
歌
に
続
い
て
、
ま
た
ま
た
驚
く

べ
き
映
画
を
作

っ
て
く
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
素
晴
し
い
映
像
を
見
せ
て
く
れ
る

と
映
画
と
い
う
も
の
を
再
考
し
た
く
な

っ
て
し
ま
う
。
当
夜
、
関
塚
理
事
の
司

会
で
映
画
が
始
め
ら
れ
た
が
、
観
衆

は
、
あ
く
ま
で
非
現
実
的
な
美
し
さ
の

穂
高
に
、
唯
々
、
た
め
息
を
つ
く
ば
か

り
で
あ
っ
た
。

前
回
の
穂
高
讃
歌
の
狂
言
廻
し
の
役

が
可
憐
な
雷
鳥
だ

つ
た
の
が
、
今
回
は

風
に
そ
よ
ぐ
高
山
植
物
で
あ
る
。
そ
し

て
穂
高
は
、
烈
し
く
吹
き
つ
け
る
雪
に

お
の
の
き
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
新
緑
を

映
し
て
笑
み
、
岩
柵
に
鰯
鰯
と
降
り
し

き
る
霧
雨
に
泣
き
、
峰
々
に
と
ど
ろ
く

雷
鳴
に
怒
り
狂
い
、
そ
し
て
涸
沢
に
、

日
も
鮮
か
な
色
の
饗
宴
を
奏
で
る
。

こ
の
映
画
を
み
て
、
誰
で
も
、
穂
高

は
こ
ん
な
に
美
し
か
っ
た
だ
ろ
う
か
、

と
疑
間
を
持
つ
こ
と
だ
ろ
う
。
た
し
か

「
穂

高

は

生

き

て

い

る
」
映

画

会

四
月
二
屋

（水
）
、
ル
ー
ム
に

て

自
然
保
護
委

・
フ
ィ
ル
ム
委
共
催

メ′不がク
′′

に
、
い
ち
げ
ん
の
登
山
者
に
は
、
こ
の

よ
う
に
穂
高
は
見
せ
て
く
れ
な
い
。
そ

れ
は
、
そ
こ
に
住
み
つ
き
、
穂
高
を
こ

よ
な
く
愛
し
続
け
る
者
の
み
に
許
さ
れ

た
特
権
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
当
夜

の
神
氏
は

「
ウ
エ
ス
ト
ン
師
や
小
島
烏

水
氏
が
当
時
見
た
で
あ
ろ
う
音
の
穂
高

を
撮
り
た
か
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
神
氏
の
ひ
た
む

き
な
情
熱
と
映
画
の
フ
レ
ー
ム
の
魔
術

に
よ
っ
て
、
見
事
に
成
し
遂

げ

ら

れ

た
。
従

っ
て
、
こ
の
画
面
で
見
ら
れ
る

美
し
い
穂
高
は
、
残
念
な
が
ら
現
実
に

は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
は
昔

の
穂
高
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
非

現
実
の
、
あ
く
ま
で
幻
想
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
穂
高
を
、
こ
の
よ
う
に
映
像
化

し
て
く
れ
た
神
氏
に
深
く
感
謝
す
る
次

第
だ
。
こ
の
昔
の
穂
高
が
、
益
々
、
遠

ざ
か
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
が
現
実
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
の
貴
重
な
映
像
が
後
世

に
の
こ
さ
れ
る
こ
と
に
、
深
い
意
義
が

Vヽ ハ̂～V―― ― 東西南北あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
映
画
を

一
人
で
も
多
く
の
人
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
ま
た
、

数
々
の
山
の
名
著
を
座
右
の
書
と
し
て

お
持
ち
の
よ
う
に
、
こ
の
映
画
も
座
右

の
映
像
と
し
て
持
た
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
た
い
。
幸
い
な
こ
と
に
、
当
今

ビ
デ
オ
が
普
及
し
た
た
め
、
こ
の
映
画

も
ビ
デ
オ
化
さ
れ
て
、
誰
で
も
簡
単
に

入
手
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ち
な
み

に

「穂
高
讃
歌
」
は
文
部
省
特
選
、
日

本
山
岳
会
自
然
保
護
委
員
会
推
薦
で
あ

り
、
「穂
高
は
生
き
て
い
る
」
も
、　
日

本
山
岳
会
自
然
保
護
委
員
会
が
推
薦
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

出
席
者
　
神
憲
明
　
錦
織
保
清
　
斉
藤

か
つ
ら
　
鳥
居
亮
　
織
内
信
彦
　
鴫
原

一
男
　
国
井
孝
保
　
寺
本
昭

一　
佐
山

邦
彦
　
鴫
原
啓
佑
　
神
原
忠
夫
　
仙
土

俊

一　
松
田
雄

一　
内
藤
俊
夫
　
田
中

茂
夫
　
中
村
純
三
　
中
村
あ
や
　
高
澤

英
夫
　
織
田
澤
美
知
子
　
早
川
瑠
璃
子

大
峰
芳
枝
　
鈴
木
嶋
夫
　
高
橋
寿
美
江

河
野
幾
雄
　
松
家
晋
　
原
謙

一　
武
川

恵
美
　
南
川
金

一　
平
戸
孝
夫
　
山
口

暁
　
村
山
雅
美
　
神
原
忠
夫
　
林

一
枝

中
川
武
　
渡
辺
正
臣
　
遠
藤
光
男
　
大

塚
玲
子
　
関
口
周
也
　
広
羽
清
　
細
井

澄
子
　
横
山
隆
　
佐
藤
知
恵
子
　
加
治

川
栄
二
　
国
見
利
夫
　
関
塚
貞
亨
　
小

林
碧
　
大
塚
博
美
　
鈴
木
郭
之
　
入
澤

郁
夫
　
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
郭
之
）

連
日
の
雨
続
き
で
は
あ
っ
た
が
、
四

月
二
十
日
の
予
報
は

「曇
り
、
所
に
よ

り
時
々
小
雨
」。新
宿
発
の
車
窓
か
ら
雨

の
な
い
山
行
を
祈
り
な
が
ら
鳥
沢
駅
に

着
い
た
が
、
菜
種
つ
ゆ
は
止
み
そ
う
も

な
い
。
駅
前
で
雨
仕
度
を
し
て
出
発
し
た
九

時
か
ら
夕
方
四
時
の
四
方
津
駅
ま
で
終

日
雨
の
降
り
続
い
た
山
行
で
あ
っ
た
。

降
り
続
く
弥
生
半
ば
の
扇
山

さ

く

ら

ハ

イ

ク

ー

会
員
懇
談
会

・
扇
山
山
行
―

追
　
記

神
会
員
の
ご
好
意
で
ビ
デ
オ
を
左
記

の
と
お
り
特
別
価
格
で
販
売
し
ま
す
。

「穂
高
讃
歌
」
定
価

一
万
三
千
円
を
会

員
価
格
九
千
五
百
円

「穂
高
は
生
き
て
い
る
」
定
価

一
万
五

千
円
を
会
員
価
格

一
万
三
千
円

（送

料
別
）

○
申
し
込
み
は
事
務
局

ヘ

長
い
問
工
事
中
だ
っ
た
ゴ
ル
フ
場
も

完
成
し
登
山
口
に
は
立
派
な
階
段
も
出

来
て
、
今
ま
で
の
よ
う
に
迷
う
こ
と
も

な
く
、
小
屋
で
少
憩
、
雨
宿
り
を
し
て

か
ら
長
い
縦
隊
が
賑
や
か
に
続
い
た
。

二
月
二
十

一
日
の
大
雪
害
に
よ
り
、

引
き
裂
か
れ
た
大
樹
の
生
々
し
い
傷
痕

に
驚
き
、
数
多
い
倒
木
を
迂
回
し
な
が

ら
も
、
樹
々
の
新
芽
の
香
り
、
精

一
杯

に
咲
い
て
い
る
ス
ミ
レ
の
群
落
、
鴬
の

氏
）
に
よ
っ
て
、
昭
和
十

一
年
創
立

さ
れ
、
第

一
回
展
が
同
年
七
月
日
本

橋
高
島
屋
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

爾
来
、
戦
中
戦
後
の
動
乱
期

（終

戦
時
だ
け
休
会
も

あ

っ
た
が
）
か

ら
、
世
界
に
広
が
り
ゆ
く
わ
が
国
の

中
で
、
そ
の
活
動
の
発
表
を
続
け
、

今
年
は
そ
の
五
〇
年
の
記
念
す
べ
き

年
に
当
り
ま
す
。
会
員
数
現
在
二
十

一
名
、
本
年
度
展
を
左
記
に
よ
り
開

催
、
全
会
員
　
力
作
発
表
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
多
忙
中
と
存

じ
ま
す
が
、
ご
来
観

お
待
申
上
げ
ま

す
。

記

〇
七
月
九
日

（水
）―
十
五
日

（火
）

午
前
十

一
時
―
午
後
六
時
三
十
分

日
曜
、
最
終
日
は
午
後
五
時

○
朝
日
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

東
京
都
中
央
区
銀
座
四
―

一
〇

一

電
話
０
３

（５
３
５
）
７
７
４
０

０
国
電
有
楽
町
、
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
銀

座
下
車
　
マ
リ
オ
ン
脇
、
高
速
下
、

朝
日
旅
行
セ
ン
タ
ー
隣

事
務
所

・
東
京
都
練
馬
区
東
大
泉
六

―

一
二
―

一
五

電
話
０
３

（９２２
）
６
６
７
０

藤
江
幾
太
郎
方

〇
六
月
二
十
七
日

（金
）

―
七
月
二
日

（水
）

○
銀
座
松
屋
七
階
美
術
画
廊

○
チ
ベ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
作
品
ほ

ぼ
三
十
点

山
里
寿
男
個
展

(8)



コ
ー
ラ
ス
に

励
ま
さ
れ
て
、
十
一
時
四
も
よ

し
、
山
の

集
い
に
あ
し
き
こ
と
な

十
分
頂
上
着
。

し
。
：

•
新
入
会
の
方
々
に
は最
初
の
顔

先
発
隊
の
作
っ
て
下
さ
っ
た
温
か
い
合
わ
せ
で

、

知
人
も
少
く
何
か
と
そ
ぐ

、

、
、

飲
物
を
頂
き
な
が
ら
昼
食
。
わ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す

雨
の
中
の
食
事
は
半
数
ほ
ど
は
立
っ
が

、

回
を
重
ね
る
毎
に
親
密
度
も
加
わ

た
ま
ま
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ

ヤ
ガ
ヤ
。
り
ま
す
の
で

、
山
行
の
他
に
毎
月
ル
ー

扇
山
な
ら
で
は
見
ら
れ
な
い
道
志

、

ム
で
催
さ
れ
る
集
い
に
は
積
極
的
に
参

丹
沢
の
山
波
の
彼
方
に
悠
然
と
裾
を
拡
加
さ
れ
て
早
く
馴
染
ま
れ
る
よ
う
祈
り

げ
る
素
晴
ら
し
い
富
士
も

、

眼
下
に
輝
ま
す
。

く
大
野
貯
水
池
や
相
模
湖
も
視
界
は
全

参
加
者

荒
木
健
次

、

岡
野
谷
誠

・

景

く
の
ゼ
ロ
。
子

、

小
田
薫

·

尚
子

・

久
美
子
、
小

，

初
め
て
こ
こ

に
来
ら
れ
た
方

、

特
に
林
碧
、
斉
藤
董
、
佐
野
加
代
子
、

小
学
校
二

、

三
年
生
の
数
名
の
方
達
や
関
清

、

高
田
真
哉

、

高
部
正
夫

、

遠

遠
い
伊
勢
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
な
ど
に
田
栄

・

篤
子

、

富
田
広
臣
、
篠
原
健

は
お
気
の
毒
で
な
ら
な
か
っ

た
。
夫

・

志
穂

・

岳
彦

、

鳥
飼
和
清

、

二
宮

神
崎
さ
ん
の
音
頭
に
よ
る
山
の
唄
の
澄
朗

、

広
羽
清

、

丸
茂
キ
ク
エ

、

南

合
唱
を
終
っ
て
か
ら
鴫
原
さ
ん
の
先
溝
井
英
弘

、

望
月
重
明
、
山

口
道
弘
、
山

で
下
山
に
移
る

。

崎
健
、
吉
田
実
、
渡
辺
富
士
子

、

山
頂
か
ら
東
南
に
伸
び
る
粘
土
質
の
中
島
瑶
子

、

V
A
L
E
R
I
E
,
R
I
S
N
E
R、

岩

急
な
尾
根
道
を
幾
度
も
転
ん
で
は
大
き
佐

邦
彦

、

大
塚
玲
子

、

鴫
原
一
男
、
仙

な
笑
声
を

挙
げ
な
が
ら
犬
目
に
着
く
。

土
俊
一
、
石
橋
正
美

、

神
崎
忠
男

、

関

こ
の
犬
目
峠
か
ら
描
い
た
北
斎
の
富
塚
貞
亨

、

高
遠
宏

、

南
川
金

一、

藤

士
の
面
影
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が

、

桜
井
正
彦

、

堀
田
典
郷

·

宜
子

や
杏
が
真
盛
り
で
雨
の
中
に
煙
っ
て
い
（
遠

田
栄

）

:
[I
v
?

．
一幅
い
い
。
よ
う

」
と

は
関
塚

[
5
[
[
国

大
野
貯
水
池
で
小
憩
後
、
歩
い
て
四

物便

方
津
駅
着
。
こ
こ
で
こ
の
山
行
に
お
骨

四
月
理
事
・
評
議
員
会

郵種

折
り
下
さ
っ
た
新
入
会
員
や
総
務
委
員

4

月

1
7日
午
後
6
時
3
0分

I—— 第2
0
会
の
方
々
の
紹
介
あ
り
、
散
会
。
場

所
本
会
ル

ー

ム

6
0

昨
年
の
さ
く
ら
山
行
は
七
十
名
。

一
出
席
者

今
西
会
長
、
山
田
、

大
塚
副

．

昨
年
は
五
十
余
名

。

共
に
素
晴
ら
し
い
会

長
、

鴎
原

、

橋
本

、

大
橋

、

浜
口
、

6
 

9
8
好
天
の
箱
根
古
道
の
散
策
で
あ
っ
た
梅
野
、
高
遠
、
鈴
木

、

新
井
、
長
谷
川、

ー

が
、

今
年
は
雨
の
中
。
雨
な
ら
で
は
の
平
井

、

絹
川
、
岡
沢
、
大
森
（
久
）
、
関

2
 

, 
4

得
が
た
い
印
象
深
い
山
行
で
あ
っ
た
。
塚
各
理
事
、
宮
下

、
中
村
、
松
田
、
渡

山

照
る
も
よ
し

、

暴
り
ま
た
よ
し
、
雨
辺
、
伊

藤
、
望
月
、
織
内
、
田
口
、
越

報
告
事
項

◎
関
西
支
部
長
が
今
西
寿
雄

氏
よ
り
阿
部
和
行
氏
に
変
更

◎
交
野
武

一
氏
遺
族
よ
り
金

一
封
寄
付
あ
り

◎
東
宝
映
画
「
植
村
直
己
物

語
」
後
援

◎
ポ
ー
ラ
ン
ド
よ
り
交
流
登

山
の
た

め
七
名
来
日
予
定

◎
そ
の
他
、
委
員
会
報
告

◎
6
1年
度
除
籍
の
件

対
象
者
提
示

智
、

安
間

、

中
世
古

、

田
中

、

近
藤
各
評
議
員

委
任

松
永

、

太
田
各
理
事

、

竹
田
監
事

、

吉
田

、

宗
実

、

大
森
（
薫
）
各
評
議
員

審
議
事
項

▼
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

◎
6
0年
度
事
業
報
告原

案
承
認

◎
6
0年
度
収
支
決
算
報
告

原
案
承
認

監
査
（
四
月
十
四
日
実

施
）
報
告

◎
6
1
年
度事
業
計
画
案

原
案
承
認

◎
6
1年
度
収
支
予
算
案

原
案
承
認

◎
6
1
年
度
監事
選
任
の
件

候
補
者
推
藤
（
金
坂

一
郎

氏
、
山
本
健
一
郎
氏
）

◎
定
款
一
部
変
更
の

件
承
認

◎
細
則
一
部
変
更
の
件

承
認

物
故

8
3
5
2

山
野
井
哲
朗

(60
.12
.
5
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夫
婦
会
員

7
6
1
2

内
田

嘉
弘

氏

夫
人
内

田
昌
子

会
員
移
動

•••••• 

退
会

7
8
2
2
 

7
8
2
3
 

小
出
久
子

(
3
.
31) 

近
藤
智
津
子

(
3
.
31) 

四
月

婦
人
懇
談
会

自

然
保
護
映

写
会

図
書
委

常
務
理
事
会

婦
人
懇
談

会
、

総
務
委

理
事
会

、

評

議
員
会

会
報
委

、

科

学
研
究
委

総
務
委
、
博

物
館
を
考
え

る
会

自
然
保
護

委
、

山
岳
編

集
委

2
3
日
（
水
）
フ
ィ
ル
ム
委

2
4日
（
木
）
婦
人
懇
談
会

今
月
の
来
室
者
4
4
1
名

2
2日
（
火
）

2
1日

（
月
）

1
8
日
（
金
）

1
7日
（
木
）

9

日
（
水
）

1
0
日
（
木
）

1
5
日
（
火
）

1

日
（
火
）

2

日
（
水
）

(9) 
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搬
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昭和 60 年度収支決算書

自昭和 60 年 4 月 1 日

至昭和 61 年 3 月 31 日

( 1 ) 一般会計収入の部 （単位：円）

大科 :1 定；斗手：目 1 予算額決算甑ー 差 異
基本財産
運用収入 基本財産利息収入 600, ODDI 535, 8251 64, 175 

入会金収入 入会金収入 2 , 550,DDDI 3,045,DDDI -495,DOOI 

会費収入 会費収入 25,ooo,000126, 495, 2os:-1, 495, 20s 

終身会役収入 01 250, 0001 -250, 0001 
会費収入計 25,DOD, 000126, 745, 2081-1, 745,208 

事業収入1 広告料収入 1,200,00011,212,2001 -72,2~ 

その他印税収入 01 29,3511 -29,351 

刊行物売上収入 450,0001 475,6801 -25,68 ~;::::f ：：:：悶ば：：：霊::l
事業収入 it I 4,980,0001 4,606,0991 373,901 

寄付金収入1 寄付金収入 ~I 759. 76~1 40,24~ 雑収入 受取利息 800,000 759,760 40,24ぶ
雑収入 500,0001 215,670! 284,33 

ヽ」‘’+1, 300,0001 975,4301 324,570 
別途会計運用収入1 図書出版基金収入 0 381,397 -381,397 

長期計画準備金収入 01 277'1291 -277. 1291 

小計 DI 658, 5261 -658, 526; 

収入計 134,430,000|36,566,088|-2,136,088: 

前期繰越1 前期繰越収支差額 I11,127 , 186|11,127,186| o 

合計 145,557'186,47'693.274,-2, 136,088 

(11) 



(第二種郵便物認可)山 ・492-1986・ 6・ 20

B 上高地山岳研究所

9,583,808場1所 長野県南安曇郡安曇村上高地国有林 114い林小班
構:造 鉄筋コンクリート造 (一部木造)1棟 1∞ .69m2

82:303,978合 計

(事務所)区 分所有建物 1階部分 103.32m2
宅地持分 1,124.56m2× 339/10,∞ 0

(図書室)区 分所有建物 1階部分 55。 22m2

宅地持分 1,124.56m2× 176/10,0∞

4.図   書

5.什 器 備 品

6。 絵   画

中村清太郎

茨木猪之吉

中村清太郎

石井 鶴三
茨木猪之吉

茨木猪之吉

石田 吟松
茨木猪之吉

石井 鶴三

水   彩

◎別途積立金

財  産  目  録

昭和 61年 3月 31日 現在

(資産の部)

1。 基 本 財 産

2.現金および預貯金

3。 建物および土地

場所 東京都千代田区四番町 5番 4
構造 鉄筋コンクリート造,陸屋根,地下1階付5階建

昭和 61年 3月 31日 現在

(単位 :円 )

(単位 :円 )

(単位 :円 )

(単位 :円 )

72,720,170

日本民族資料館

事務所 (談話室)

図  書  室

事務所 (集会室)

図  書  室
事務所 (集会室)

事務所 (談話室)

図  書  室
事務所 (談話室)

上高地山岳研究所

事務所 (集会室)
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後 立 山 連 峰

カンチェンジュンガ

ユ ン グ フ ラ ウ
(1966年作)

凋 沢 よ り北 穂 高

槍 ケ 岳 初 夏

カンチェンジュンガ

北 穂 高 滝 谷
或 朝 の 槍 ケ 岳

北 穂 高 岳 主 峰

槍   ケ  岳
タンボチ ェの僧 院

シェルパ ニの親子

エッチング

中村清太郎

ンュラギント
ワイト

山里 寿男

山里 寿男
中村清太郎

矢崎千代二

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

清野  恒
清野  恒

油

水 彩 -6
油 -10
パ ス テル

油 -25
油 -25
油 -25
油 一 P8
水 彩 -4
水 彩 -4

備

小 計 38,274,010136,605,8申 ,668,11【

7,283,186卜 087,38中 ,804,201穴期繰 越1次期繰越収支
差額

合 計 45,557,186147,693,271ヒ坐 08〔

種 類
|

摘 要 冊  数

量
日
童
日

和

洋

60年度 受入冊数 207冊
〃    ″   7冊

5,363 冊

2,093 冊

名品
取  得
年 月 日

取得価格
(円 )

所 在

大テープル(2台 セット),テーク材 750
×1200× 720

ソファーセット,テーク材レザー張

冷蔵庫 ,日立 R303T
テレビ,ナ ンヨー 20-C501
スクリプ トマティック宛名印刷機 ,M36
書庫内移動書架一式 ,コ ンパックル

応接セットー式,布張イス,テープル
XLE-30

閲覧用テープル (2台 ),木製

ライティングピューロー,木製

テレビ,シ ャープ CT-2601(寄贈品)
ビデオカセットレコーダー.ン ャープ
VC 7000(寄贈品)
フィルム収納キャビネット(ス テール製)

図書カー ド容器 木製 3段

書     棚 木製 2段

48. 7.31

48。  7.31

48。  7.30

48. 7.30

53. 2.10

53. 2.10

53. 8. 2

53. 9.28

54. 6.23

55. 6. 4

55。 12.27

56. 8. 8

56. 9。 12

56.12.22

164,200

178,000

148,500

108,000

265,500

1,500,000

218,000

250,000

280,300

80,000

116,000

254,000

200,000

500,000

上 高 地
山岳研究所

事 務 所

図 書 室

事 務 所

図 書 室

談 話 室

室書

″
　
″

図

合 計 4,262,500

内    訳 前期繰越 繰入収入 取崩支出 次期繰越

終身会費積立金

図書出版研究基金

長期計画準備積立

登 山 特 別 基 金

退職給与積立金

1,000,000

6,461,160

5,026,252

0

2,000,000

250,000

381,397

277,129

12,183,242

C

1,250,000

6,842,557

5,303,381

12,183,242

2,000,000

合    計 14,487,412 13,091,768 27,579,180

種 類 預 入    先 金  額

貸付信託 三井信託銀行 本店
日本信託銀行 本店
中央信託銀行 本店

2,380,000

420,000

5,200,000

合 計 8,000,0∞

種類・号数 作 者 名 掲載,保管場所題    名
種 類 預 入    先 金  額

現  金
振替貯金

普通預金

定期預金

普通預金

定期預金

普通預金

定期預金

東京地方貯金局

店

店

店

店

店

支

支

芝

谷

谷

阿

ケ

ケ

須

市

市

本

本

本

行

行

行

行

行猥

銀
銀
銀
銀
諸

和
菱
和
京
焔

協

三

三

東

中

三井信託銀行 新宿西日支店
日本信託銀行 本   店
協 和 銀 行 市ケ谷支店
″    (図 書出版研究基金)
″    (   ″   )

″   (長 期計画準備積立金)
″    (終 身会費積立金)
″    (登 山特別基金)
″    (  ″   )

″    (退 職給与積立金)

21,882

211,630

2,313,296

298,713

28,861

13,745

58,367

79,845

61,050

8,000,000

767,557

6,075,000

5,303,381

1,250,000

12,000,000

183,242

2,000,000

言ト 38,666,569

金  額A 事務所および図書室

(12)



山  492-1986・ 6・ 20(第二種郵便物認可)

勘 定 科 目
予 算 額

前 年 度
予 算 額

増  減
(△ )大 科 目 中 科 目

業

備

給 料 ・ 手 当

消 耗 品 費

印 刷 製 本 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

火 災 保 険 料

修  繕  費
租 税 公 課

光 熱 水 料 費

電  話  料
会  議  費
什 器 備 品 費

振 替 手 数 料

福 利 厚 生 費

事 務 所 管 理 費

そ の他 管 理 費

雑     費

出  版
図  書
調 査 研 究

指  導
支 部 関 係

海 外 諸 関係

山 研 運 営

そ の他 事 業

印 刷 製 本

通 信 運 搬

光 熱 水 料

借入金返済支出

予  備  費

:2,028,000

5,698,000

80,000

800,000

550,000

1,000,000

70,000

100,000

550,000

250,000

400,000

150,000

100,000

230,000

100,000

650,000

1,000,00C

300,00C

22,625,00□

9,500,00C

650,00C

635,00C

l,300,00C

2,450,00C

200,00C

l,820,00C

700,00C

l,000,00C

4,000,00C

370,00C

3,312,008

3,312,00C

l,600,00□

1,600,00C

12,120,000

5,450,000

100,000

1,500,000

550,000

1,000,000

70,000

200,000

550,000

250,000

400,000

150,000

100,000

200,000

1 1∞ ,000

1 600,000
1 6009∞ 0

1 300,000

121,842,000

9,200,000

650,000

620,000

1,290,000

2,150,000

170,000

1,692,000

700,000

1,000,000

4,000,000

370,000

3,312,001

3,312,000

1,000,00ロ

1,000,000

△  92,000

248,000

△  20,000

△ 700,000

0

0

0

△ 100,000

0

0

0

0

0

30,000

0

50,000

400,000

0

783,00ロ

300,CX)0

0

15,00C

10,00C

300,00C

30,00C

128,00C

0

C

600,000

600,00C

月ヽ 計 39,565,000 38,274,00ロ 1,291,001

欠期 繰 越|

収支 差 額|

1次期繰越収支
差額

4,932,389

4,932,38C

7,283,186

7,283,186

へ2,350,791

へ2,350,797

合 計 44,497,389 15,557,186 へ1,059,797

2)支 出 の 部 (単位 :円 )

昭和 60年度事業報告

(60. 4。  1～61. 3。 31)

1。 登山の指導と奨励に必要な集会,講習会および展覧会の開催

(1)集   会
4 月 4 日 定例講演会「ニュージーランドあれこれ」

一中村テルー (本 会)
4 月 4 日 日本山岳会学生部前期総会   (本  会)
4月 13日  フィルム映写会「冬のロータン峠」

(本 会)
4 月 14日  新入会員との日帰リハイキング (箱 根)
4 月 16日  会員懇談会「アラスカ,アイスクライミング

報告会」           (本  会)

※他の絵画,写真 省略
7。  フ ィル ム
「マナスルに立つ」 他 62点

8.刊行物・服飾品棚卸現在高 (単位 :円 )

(負債の部)

●長 期 借 入 金  未済残高  ¥5,621,689
ア 借 入 先 中央信託銀行株式会社本店
イ 利  率 年利 8。 16%
ウ 担  保 事務所および図書室の建物と土地を担保として

差入れる。

工 返済年月 昭和 63年 1月 まで
●退職給与引当金        ¥2,000,000
社団法人 日本山岳会 昭和 60年度収支決算書および財産目録を

監査し,正確妥当なことを認めます。

昭和 61年 4月 17日

社団法人 日本山岳会
監事 竹 田 寛 次
監事 金 坂 一 郎

摘 要 金  額

刊行物 (山岳,山岳覆刻版等)

服飾品・その他 (ネ クタイ・ペンダント等)

1,428,630

1,866,750

合 計 3,295,380

1)収 入 の 部

―  般

昭和 61年度

会  計

予算書 (案 )

自 昭和 61年 4月 1日
至 昭和 62年 3月 31日

(単位 :円 )

勘 定 科 目
予 算 額

前 年 度
予 算 額

増  減
(△ )

大 科 目 中 科 目

基本 財 産
運用収 入

入会金収入

会費 収 入

事業 収 入

寄付金収入

雑 収 入

基本財産利息収入

入 会 金 収 入

広 告 料 収 入

印 税 収 入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

寄 付 金 収 入

受 取 利 息
雑  収  入

会 費 収 入

終 身 会費収入

|

50090001 600,00ロ

500,0001   600,000

39000,00012,550,000

39000,0001 2,550,00C
|

25,700,000125,000,000

25,700,000125,000,00C

3.360,0001 4,980,009

1,000,0001 19200,000

30,0001        0

450,0001   450,000

500,0001 2,000,000

1,38o,0001 1,330,000

850,00011,300,008

600,0001   800,000

250,0∞
1 500,000

△ 100,00ロ

△ 100,00C

450,00□

450,00C

700,00□

700,00C

△1,620,00□

全、 200,00C

30,00C

C

△1,500,00C

50,00C

□

C

△ 450,000

4ゝ 200,00C

/塗  ゝ250,(X)(|

△1,020,00ロ小 計 33,410,000134,430,00ロ

前期 繰 越
収支 差 額

前期繰越収支差額 087 ,127,

1,087, 1,127,1

,557,1

△  39,797

.ィ  ゝ 39,797

へ1,059,79】計合

(13)

里営管理費

普入金返済
芝    仕

14,497,38〔



6月 28

10月 24

11月 27

11月 30

1月 23

2月 13

3月 18

4月～ 9

日

日

日

日

日

日

日

日

講演会「チャンタン高原の自然」

―五百沢智也― (本会)

講演会「登山中の栄養と食べ物」

一本山十三生― (本会)

シンポジュウム「高所登山におけるアルパイ

ン・スタイルの問題について」一重広恒夫,

田中壮倍,山本幸彦,和田城志,坂下直枝一

(本会)

シンポジュウム「ヒマラヤの生態系と環境」

(日 ネ協会と共催)一川喜田二郎,中尾佐助 ,

沼田 真,渡辺 桂,渡辺兵カー
(中野サンプラザ)

講演会「北アルプスにおける自然エネルギー

の利用」―鳥居 亮,重村 清,森 武昭―
(本会)

講演会「高所障害の後遺症について」

―川久保芳彦― (本会)

セミナー「 トレーニング」

一柳沢昭夫,松永敏郎― (本会)
山の気象講座 (第 6回～第 10回 )

一大井正一一 (本会)

山岳スキー技術講習会

一小林政志― (巻機山)

岩登り講習会 (学生部主催)  (小 川山)
フリークライミング,ボルダリング講習会

(指導委員会,青年懇談会共催)
一池田 功一 (城ケ崎)

アイスクライミング講習会

―勝山康雄一 (日光・松本沢)

山岳スキー技術講習会

一小林政志他― (志賀高原周辺)

(3)講 習 会
4月 12′-14日

6月 15,16日

10月 19,20日

2月 15,16日

3月 14′ゃ16日

(4)展 覧 会
8月 19～23日 会員による絵画・写真展  (三菱センター)
8月 22～27日 80周年記念展          (本 会)
2 月 15日  第 23回「この一本展;山岳写真集」

(本会)

(5)全国にある21支部では,それぞれ集会,研究会,講演会 ,
山行 (海外登山も含む)等が活発に行われた。
5 月 11日  創立 80周年東北地区記念講演会,晩餐会

(岩手,秋田,山形,福島,宮城支部共催)
(ホテル仙台プラザ)

6月 15,16日  創立 80周年記念講演会,晩餐会,記念山行
(越後支部)

(長岡・北越銀行ホール,東泉閣,八海山)
6月 22,23日 秋田支部設立 25周年記念山行  (根烈岳)
7月 13,14日  創立 80周年記念講演会,晩餐会,山行

(北海道支部)

(札幌・北方圏センター,暑寒別岳)
9月 28,29日 創立 80周年北陸地区記念講演会,晩餐会

(富山・石川支部共催)

(上市町北ア文化センター,

馬場島・家族の森)

9月 ～10月 静岡支部主催文化講座 (5回 )
(静岡市中央図書館)

10月 19,20日  関西支部 50周年記念晩餐会 (仁川ハイツ)
11月 9～10日  第 28回紅葉会 (静岡支部)(梅ケ島温泉)
2.登山施設の改善その他登山のための適切な事業
・上高地山岳研究所を5月 ～11月 まで開所

・山の科学に関する文献目録の作成
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(第二種郵便物認可)lム  492-198606020

懇親山行        (南 大菩薩連山)
山菜勉強会     一片岡 博一 (本会)
支部長会議           (本 会)

昭和 60年度通常総会    (私 学会館)
若葉会山行      (福 島,猫魔ケ岳)
第 39回ウエストン祭 (上高地,信濃支部)
懇親山行          (早 池峯山)

中国登山隊歓送会      (私 学会館)
懇親山行           (櫛 形山)

鄭在ャ弘先生を囲む会       (本 会)
支部長会議,支部懇談会    (椿 山荘)
創立 80周年記念式典,祝賀晩餐会

(椿山荘)

懇親山行          (北 八ケ岳)

第 22回学生部マラソン大会  (皇居周辺)
現地小集会     (群 馬,碧岩,大岩)
懇親山行        (鳥 海山,月 山)
アメリカ山岳会アラスカ支部との交歓登山

(小川山,城ケ崎,富士山他)
会員懇談会「ナムナニ峰登頂報告会」

一斎藤惇生一 (本会)

中国登山隊報告会        (本 会)
秋山山行勉強会         (本 会)

日本山岳会学生部後期総会    (本 会)
アメリカ山岳会歓迎会    (私 学会館)
山岳図書交換会         (本 会)

秋山山行         (安 達太良山)

懇親山行           (恵 那山)

現地小集会      (巻 機山・米子沢)
秋山山行写真発表会       (本 会)
丹沢・丹水会山行        (丹 沢)
大学山岳部との懇談会      (本 会)
会員愁談会 ドイツ映画「銀嶺に帰れ」
観賞              (本 会)

懇親山行       (秋 山二十六夜山)
懇親山行      (三 浦半島,双子山)
現地小集会          (石 老山)

スキー山行           (栂 池)

インド登山財団ジャヤール氏歓迎会

(電気ビル)

懇親山行       (伊 豆二十六夜山)
現地小集会          (独 鈷山)

講演会「幻の山と開けゆくブータン」

一吉永英明・村木秀男一 (本会)

支部長会議           (本 会)

会員懇談会「車窓の山旅一中央線から

見える山」    一山村正光一 (本会)
第 17回「山岳図書を語る夕」

一白旗史朗一 (本会)

現地小集会          (愛 鷹山)

講演とスライド「ニュージーランドの近況」

一佐々保雄一 (本会)

第 14回「山岳史懇談会」マナスル登頂

一今西寿雄他一 (本会)

第 12回新入会員オリエンテーション

(本会)

第 5回 日本登山医学シンポジュウム

(上高地 0西糸屋)

高山植物探索山行      (志 賀高原)

9月 15,16日

10月  10 日
10月  10 日
10月 11′-13日

10月 14′-28日

10月 15日

10月 26日
10月 26,27日

11月 2′-4日

12月 7′ャ8日

12月 8日
12月 22 日
1月 11,12日

1月 16日

1月 18,19日

2月 2日
2月 5日

2月 15日

3月 8,9日
3月 10日

3月 13日

3月 15日

(2)研 究 会
6月 8,9日

８

１４

月

月

(14)

6月 22,23日



山  492-198606020(第 二種郵便物認可)

聖マリアンナ医大 5月 31日～6月 1日
○高所登山シンポジウム       場所 0日時とも未定
○シンポジウム「登山と高層気象」     本会 未定
○シンポジウム「ヒマラヤの生態系 (Ⅲ )」   未定 11月
○セミナーの実施

|'展 覧 会
○この一本展 (山岳図書,文献類の展示)      2月
0 講 演 会
○登山,山岳の科学研究に関する講演会 (氷河研究他)

本会,その他 未定
○登山医学に関する講演会 (凍傷,高所|1原応)

本会 11月 ,2月
○内外登山家による講演会,映画会  本会,そ の他 未定
○海外の山に関する講演会,報告会     本会,その他

2。 登山施設の改善,その他登山のための適切な事業
○上高地山岳研究所開所          4月 ～10月

○登山医学シンポジウム記録の編集,発刊
○山岳と登山に関する科学文献整理

○山に関する貴重なフィルム,ス ライド,テープ,アルバム

等の複製,収集を行う。
3。 山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導
○夏山診療所開設 (槍ケ岳他)        7月 ～8月

○技術講習会の開催 (冬山,山登り,ス キー等)現 地 4回
○雪または氷上訓練           2月 または3月

○大学山岳部指導者会議の開催

○冬期の遭難,登攀技術問題についてのシンポジウム
10月 ～11月

4.自然保護活動の推進
○自然保護に関する講演会 (登山と野生動物保護)

○自然観察山行

○自然環境保全及び破壊の現地視察

○自然保護全国集会

○自然保護活動のための研修会

○フィール ドマナーノートⅡの作成

5.海外登山の企画および実施
○中国昆寄山脈他の登山           7月 ～ 9月

○ポーランド山岳会との交流登山          5月
○マナスル登頂 30周年記念登山      10月 ～11月
○アメリカ山岳会との交流登山

6.機関誌などの刊行
○「山岳」第 81年 (1986年 )発行
○会報「山」第 490号～第 501号発行
○「山日記」1986年夏～1987年夏版編集発行
7.国内および国外山岳団体との連絡,情報交換
○国内関係団体 (日 山協,都岳連,その他)と の密接な連絡
○日本ネパール協会の事業に対する協力

○海外登山団体との機関誌および情報の交換
8。 その他,目 的を達成するために必要な事業

○山岳図書室の拡充を図る

○国際 アルピニスト大会

(8月 ,松本市)後援
○その他,目 的を達成する

ために必要な事業を行う
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・登山に関する図書,フ ィルム,ス ライド類の充実と目録作

成

・女性登山史のための資料作成

・集会,青年懇談会,婦人懇談会,高所登山,遭難対策,指
導,図書,フ ィルム,海外連絡,自然保護,科学研究,医
療の各委員会による研究会の開催
。「登山医学」第 4巻 1号 発行
3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導
・各大学医学部山岳部による夏山診療所の開設

(槍ケ岳,五色沼,唐松岳,三俣山荘,自馬岳,合戦小屋 ,
立山,尾瀬)

4。 自然保護活動の推進

・環境庁との連繋を密にし,国立公園地域山岳地の自然保護
に協力
0祖母・傾山系原生林保護と伐採計画見直しの要望書提出
5月 18,19日  現地視察           (武 甲山)

6月 15,16日  ブナ 0シ ンポジュウム (自然保護協会主催)
に参力日       (秋 田市文化会館)

9月 8 日 現地視察 (高尾山地域の首都圏中央連絡道路
計画他)

10月 19,20日  第 11回 自然保護全国集会に参加
(鈴鹿・湯の山温泉,県福祉休養ホーム)

11月 17日  自然保護観察会     (湘 南,高麗山)
。フィール ド・マナー・ノート2の作成,原稿まとめ
・自然保護に関する要望,現地視察,情報収集

5。 海外登山の企画及び海外との交流

・ 日本山岳会 80周年記念中国登山 (7月 ～8月 )
1)中国 0甘粛省,祁連山脈・祁連山の踏査および登頂
2)中国・青海省,見答山脈・カカサイジモンカ山の踏査
および登頂

3)中国 。青海省,黄河源流 トレッキング
・アメリカ山岳会,ポーランド山岳会との交流登山企画

6。 機関誌等の発行

・「山岳」第 80年 (1985年号)発行
・会報「山」478～ 489号の発行
7.目的を同じくする外国山岳会等との情報交換
・30ヶ国 60団体との情報交換
・ 日中合同登山推進のための中国体協関係者との情報交換

昭和 61年度 事業計画 (案 )

登山の指導奨励に必要な集会,研究会,講習会,展覧会等の

開催

0集   会
〇小集会 (報告会,講習会,シンポジウム,山行)

本会,そ の他 約 40回
○東北シンポジウム '86   湯殿山 5月 24日～25日
○ウエストン祭            上高地 6月 1日
○岩登り講習会              小川山 6月
○山岳図書交換会             本会 10月
○マラソン大会            皇居周辺 11月
○地方ブロック懇談会           九州 11月
〇年次晩餐会           私学会館 12月 6日
○山岳図書を語るタベ            本会 2月
○山岳史懇談会               本会 3月
○来日外国登山家との交歓会     本会,その他 未定
○フィルム映写会 (海外,国内)       本会 未定
○新入会員オリエンテーション        本会 3月
鰤)研 究 会
○登山医学シンポジウム

(15)
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